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2月27日県立安塚高校松之山分校で卒業式

3月1日現在　□総人口　4，007人（一2）　口男　1，961人（一1）

（　）内は2月1日との比較

　　　19893月号（㎞157）

□女2，046人（一1）　□世帯数1，197戸（一3）
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六
卜
．
、
一
年
あ
ま
り
続
い
た
昭
和

が
終
り
、
．
平
成
の
時
代
を
迎
え
ま

し
た
。
明
治
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
人
生
の
中
で
四
つ
の
元
号
に

接
す
る
事
が
出
来
た
訳
で
す
。

　
．
兀
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
す
ぐ
何

か
が
変
わ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い

の
で
す
が
、
日
本
の
歴
史
を
見
つ

め
な
お
す
に
は
良
い
機
会
だ
っ
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
一
月
中
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら

い
索
，
が
降
ら
ず
、
あ
り
が
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
』
月
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
．
一
卜
七
日
に
は
松
之
山

高
校
で
県
内
最
初
の
卒
業
式
。
も

う
そ
ん
な
時
期
な
ん
で
す
ね
え
。

　　　ゆ
うみであそんでいるところ

たかさわみささん

2月号　出題

一 ●
●　OO
一

黒先生き（1手だけ）

隅の特殊性。

詰碁の解答を募集しています。

今回の応募期限は2月25日までとし

ます。

正解者には粗品を進呈。

（ハガキなどで役場議会事務局まで）

1
卜
O
寸
1



l
o
o
O
寸
ー

まつのやま②

7雪と緑のふるさと交流会
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ln

　
全
国
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
リ

ゾ
ー
ト
法
）
に
基
づ
き
、
新
潟
県

と
し
て
地
域
を
選
定
し
国
に
承
認

を
求
め
て
い
た
「
マ
イ
ラ
イ
フ
リ

ゾ
ー
ト
新
潟
」
構
想
が
、
昨
年
レ

ニ
月
七
H
、
全
国
六
番
目
に
国
の

指
定
を
受
け
、
本
確
的
な
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
．

　
新
潟
県
及
び
十
H
町
・
魚
沼
・

東
頸
城
地
域
リ
ゾ
ー
ト
構
想
推
進

協
議
会
で
は
、
二
月
十
五
口
（
水
）

十
日
町
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
（
ク

ロ
ス
m
）
に
お
い
て
”
雪
と
緑
の

ふ
る
さ
と
交
流
会
i
n
　
Y
U
K

I
G
U
N
I
”
を
開
催
し
、
リ
ゾ

ー
ト
の
承
認
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
承
認
祝
賀
会
に
は
、
リ
ゾ

ー
ト
に
関
連
す
る
中
央
六
省
庁
（
国

土
庁
・
通
商
産
業
省
・
建
設
省
・

自
治
省
・
農
林
水
産
省
・
運
輸
省
）

か
ら
各
代
表
、
全
国
都
道
府
県
か

ら
リ
ゾ
ー
ト
担
当
者
、
衆
・
参
国

会
議
員
、
県
会
議
員
、
民
間
企
業
、

県
職
員
、
指
定
市
町
村
長
な
ど
、

総
勢
五
五
〇
人
が
出
席
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
雪
国
リ
ゾ
ー
ト
の
将
来
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
開
催

十日町クロステンで開催された承認祝賀会
　　　　　　　　　　　　　　　　（2月15日）

燃灘譲

醗灘1
さ
れ
た
こ
の
交
流
会
は
、
君
県
知

そ
の
後
、
原
　
重
一
氏
（
日
本
交

通
交
社
調
査
部
長
）
を
講
師
に
迎

え
、
「
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
の
要
諦
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
原
氏
は
こ
の
講
演
の
中
で
、
本

当
の
意
味
で
の
リ
ゾ
ー
ト
と
は
何

か
。
日
本
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
地

づ
く
り
の
必
要
性
。
こ
の
地
域
に

あ
っ
た
理
想
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
づ

く
り
を
す
る
に
は
、
ま
ず
何
か
ら

始
め
た
ら
良
い
か
な
ど
を
、
海
外

の
例
を
あ
げ
な
が
ら
説
明
し
、
新

潟
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
誤

ま
っ
た
方
向
に
進
ま
な
い
よ
う
力

強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
；

ト
新
潟
」
に
お
け
る
主
要
プ
ロ
ジ
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事
の
喜
び
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

松之山における

イラストも展示

エ
ク
ト
が
ス
ラ
イ
ド
や
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、

二
階
の
展
．
那
ホ
ー
ル
で
は
、
八
つ

の
重
点
整
備
地
区
紹
介
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
自
由
に
見
学
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
・
松
代
・
安
塚
・
大
島
・

津
南
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
南

越
後
地
区
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
型
リ
ゾ

i
ト
を
め
ざ
し
た
開
発
計
画
図
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
一

角
で
は
松
之
山
町
の
野
鳥
コ
ケ
シ

製
作
実
演
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

松
之
山
町
の

　
　
　
こ
れ
か
ら

　
昨
年
九
月
に
津
南
町
・
三
菱
重

工
業
㈱
な
ど
の
民
間
企
業
と
資
本

金
を
出
し
合
い
設
立
し
た
「
南
越

後
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社
」
に

よ
る
今
後
の
計
画
に
参
画
し
な
が

ら
、
町
単
独
の
”
総
合
保
養
地
域

整
備
推
進
協
議
会
”
を
作
り
、
具

体
的
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
策
定

に
向
け
、
検
討
し
て
行
く
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
”
町
総
合
保
養
地
域
整
備

推
進
協
議
会
”
は
、
町
内
各
団
体

③まつのやま

等
か
ら
選
任
さ
れ
た
十
二
名
（
表
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
任
期
は
二

年
で
必
要
に
応
じ
て
会
合
が
持
た

れ
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
委
員
に
よ
る
初
会
合
は
、

総合保養地域整備推進協議会委員

三
月
三
日
に
役
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
及
び
地
元
住
民
に
と

』
っ
て
よ
り
良
い
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計

画
が
、
早
く
策
定
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

氏　　名 集　　落 所　　　　　　属

田辺慎 一 松之山
相沢良三 水　　梨

小口公夫 湯　　山

柳　靖治 湯　　本

佐藤利幸 天水越
樋ロー次 中　　尾

丸山定一 上之山
飯塚哲郎 豊　　田

高橋伸一 湯　　山 株式会社高橋組

涌井正二 五十子平 松之山町農業協同組合

佐藤正徳 天水越 松之山町青年団

長沢久吉 松之山 松之山町青年団

展示コーナーの一角で行われた野鳥

コケシ製作実演を君知事が見学され
ました。

　
「
マ
イ
ラ
イ
フ
ワ
ゾ
ー
ト
新
潟
」

の
指
定
を
受
け
た
八
つ
の
重
点
整

備
地
区
に
つ
い
て
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
監
視
区
域
に
指

定
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
指
定
を

受
け
た
事
に
よ
っ
て
、
湯
沢
町
の

よ
う
な
土
地
の
投
機
的
な
取
引
き

や
、
地
価
の
急
激
な
高
騰
を
抑
制

し
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
　
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
き
を
し
よ

う
と
す
る
人
は
、
事
前
に
県
知
事

に
対
し
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
六
カ
月

以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
、
三
〇
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
事

が
あ
り
ま
す
。

▼
監
視
区
域

　
松
之
山
・
湯
山
・
湯
本
・
天
水

　
越
・
天
水
島
・
浦
田
の
一
部
。

▼
届
出
の
面
積
基
準

　
二
、
O
O
O
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
h
Q

▼
指
定
期
問

　
一
九
八
八
年
十
一
月
十
五
H
～

　
一
九
九
三
年
三
月
三
十
山
H
ま

　
で
の
五
年
間
。

▼
届
出

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

　
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に

　
市
町
村
役
場
に
届
け
出
て
く
だ

　
さ
い
。
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、

　
取
引
き
価
格
と
利
用
目
的
に
つ

　
い
て
審
査
を
し
、
不
適
正
と
認

　
め
る
と
き
は
取
引
き
の
中
止
、

　
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
以
L
の
事
に
つ
き
ま
し
て
何
か

不
明
の
点
（
細
か
い
字
名
等
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
企
画
財

政
係
ま
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

諺

℃

住
所
を
移
さ
れ
る
万
は

届
出
を
忘
れ
す
に
！

　
三
月
・
四
月
は
入
学
や
就
職
・

転
勤
等
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
現
在
、
松
之
山
に
住
所
を
置
か

れ
て
い
る
方
で
、
こ
れ
か
ら
他
の

市
町
村
に
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は

住
所
移
動
の
手
続
き
を
き
ち
ん
と

済
ま
せ
て
か
ら
転
出
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
届
出
の
必
要
な
人

　
進
学
・
就
職
・
転
勤
等
で
他
の

市
町
村
に
住
む
人

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

○
新
し
く
住
む
所
の
住
所
（
ア
パ

　
ー
ト
・
寮
の
名
称
）

○
印
カ
ン
○
健
康
保
険
証
（
国
民

　
健
康
保
険
加
入
者
の
み
）
o
印

　
鑑
登
録
証
（
登
録
し
て
い
る
人

　
の
み
）

▼
届
出
期
間

　
実
際
移
動
す
番
日
の
十
四
日
前

　
か
ら
転
出
証
明
書
を
発
行
し
ま

　
す
。
新
し
い
住
所
地
に
着
い
た

　
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
住
所
地

　
の
市
・
区
・
町
村
役
場
に
届
出

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
役
場
住
民
課
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予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

事
の
喜
び
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、

松之山における

イラストも展示

エ
ク
ト
が
ス
ラ
イ
ド
や
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、

二
階
の
展
．
那
ホ
ー
ル
で
は
、
八
つ

の
重
点
整
備
地
区
紹
介
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
自
由
に
見
学
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
・
松
代
・
安
塚
・
大
島
・

津
南
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
南

越
後
地
区
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
イ
フ
型
リ
ゾ

i
ト
を
め
ざ
し
た
開
発
計
画
図
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
一

角
で
は
松
之
山
町
の
野
鳥
コ
ケ
シ

製
作
実
演
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

松
之
山
町
の

　
　
　
こ
れ
か
ら

　
昨
年
九
月
に
津
南
町
・
三
菱
重

工
業
㈱
な
ど
の
民
間
企
業
と
資
本

金
を
出
し
合
い
設
立
し
た
「
南
越

後
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社
」
に

よ
る
今
後
の
計
画
に
参
画
し
な
が

ら
、
町
単
独
の
”
総
合
保
養
地
域

整
備
推
進
協
議
会
”
を
作
り
、
具

体
的
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
策
定

に
向
け
、
検
討
し
て
行
く
事
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
”
町
総
合
保
養
地
域
整
備

推
進
協
議
会
”
は
、
町
内
各
団
体

③まつのやま

等
か
ら
選
任
さ
れ
た
十
二
名
（
表
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
任
期
は
二

年
で
必
要
に
応
じ
て
会
合
が
持
た

れ
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
委
員
に
よ
る
初
会
合
は
、

総合保養地域整備推進協議会委員

三
月
三
日
に
役
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
及
び
地
元
住
民
に
と

』
っ
て
よ
り
良
い
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計

画
が
、
早
く
策
定
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

氏　　名 集　　落 所　　　　　　属

田辺慎 一 松之山
相沢良三 水　　梨

小口公夫 湯　　山

柳　靖治 湯　　本

佐藤利幸 天水越
樋ロー次 中　　尾

丸山定一 上之山
飯塚哲郎 豊　　田

高橋伸一 湯　　山 株式会社高橋組

涌井正二 五十子平 松之山町農業協同組合

佐藤正徳 天水越 松之山町青年団

長沢久吉 松之山 松之山町青年団

展示コーナーの一角で行われた野鳥

コケシ製作実演を君知事が見学され
ました。

　
「
マ
イ
ラ
イ
フ
ワ
ゾ
ー
ト
新
潟
」

の
指
定
を
受
け
た
八
つ
の
重
点
整

備
地
区
に
つ
い
て
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
監
視
区
域
に
指

定
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
の
指
定
を

受
け
た
事
に
よ
っ
て
、
湯
沢
町
の

よ
う
な
土
地
の
投
機
的
な
取
引
き

や
、
地
価
の
急
激
な
高
騰
を
抑
制

し
、
乱
開
発
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
　
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
き
を
し
よ

う
と
す
る
人
は
、
事
前
に
県
知
事

に
対
し
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
六
カ
月

以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
、
三
〇
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
事

が
あ
り
ま
す
。

▼
監
視
区
域

　
松
之
山
・
湯
山
・
湯
本
・
天
水

　
越
・
天
水
島
・
浦
田
の
一
部
。

▼
届
出
の
面
積
基
準

　
二
、
O
O
O
平
方
メ
ー
ト
ル
以

　
h
Q

▼
指
定
期
問

　
一
九
八
八
年
十
一
月
十
五
H
～

　
一
九
九
三
年
三
月
三
十
山
H
ま

　
で
の
五
年
間
。

▼
届
出

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

　
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に

　
市
町
村
役
場
に
届
け
出
て
く
だ

　
さ
い
。
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、

　
取
引
き
価
格
と
利
用
目
的
に
つ

　
い
て
審
査
を
し
、
不
適
正
と
認

　
め
る
と
き
は
取
引
き
の
中
止
、

　
ま
た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
以
L
の
事
に
つ
き
ま
し
て
何
か

不
明
の
点
（
細
か
い
字
名
等
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
企
画
財

政
係
ま
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

諺

℃

住
所
を
移
さ
れ
る
万
は

届
出
を
忘
れ
す
に
！

　
三
月
・
四
月
は
入
学
や
就
職
・

転
勤
等
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
現
在
、
松
之
山
に
住
所
を
置
か

れ
て
い
る
方
で
、
こ
れ
か
ら
他
の

市
町
村
に
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は

住
所
移
動
の
手
続
き
を
き
ち
ん
と

済
ま
せ
て
か
ら
転
出
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
届
出
の
必
要
な
人

　
進
学
・
就
職
・
転
勤
等
で
他
の

市
町
村
に
住
む
人

▼
届
出
に
必
要
な
も
の

○
新
し
く
住
む
所
の
住
所
（
ア
パ

　
ー
ト
・
寮
の
名
称
）

○
印
カ
ン
○
健
康
保
険
証
（
国
民

　
健
康
保
険
加
入
者
の
み
）
o
印

　
鑑
登
録
証
（
登
録
し
て
い
る
人

　
の
み
）

▼
届
出
期
間

　
実
際
移
動
す
番
日
の
十
四
日
前

　
か
ら
転
出
証
明
書
を
発
行
し
ま

　
す
。
新
し
い
住
所
地
に
着
い
た

　
ら
、
出
来
る
だ
け
早
く
住
所
地

　
の
市
・
区
・
町
村
役
場
に
届
出

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
役
場
住
民
課
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カスキ

楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
来
て
ね
！

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
シ
ー

ズ
ン
最
後
を
か
ざ
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ス
キ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
」
。
今
年
で
第
六
回

目
を
迎
え
る
こ
の
催
し
物
は
、
三

月
二
十
六
日
の
日
曜
口
に
行
わ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
主
催
者
（
実
行
委
員
会
）

に
松
之
山
町
農
協
さ
ん
も
加
わ
り
、

な
お
一
層
に
ぎ
や
か
な
カ
ー
ニ
バ

ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
雪

が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
カ
ザ
マ

カ
ッ
プ
の
ス
キ
ー
競
技
会
の
開
催

が
心
配
さ
れ
る
所
で
す
。

　
カ
ー
ニ
バ
ル
で
行
わ
れ
る
催
し

物
の
内
容
は
、
前
回
と
ほ
ぽ
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
三

岳
　
良
（
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
）

　
き
り
し
ま
　
み
　
ほ

と
霧
島
美
甫
（
テ
イ
チ
ク
）
の
演

歌
歌
手
二
人
を
招
い
て
の
”
歌
謡

シ
ョ
ー
”
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
聞
き
に
来

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
子
供

た
ち
か
ら
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
ま

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
が

沢
山
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
家
族

連
れ
で
是
非
ど
う
ぞ
。

歌手　三岳　良さん（クラウ
ンレコード）

霧島美甫さん（テイチクレコ
ード）と二人で“歌謡ショー“

を行います。

▼
レ
ス
ト
パ
ウ
ス
雪
椿
前

o
生
バ
ン
ド
演
奏
（
地
元
ア
マ
チ

　
ュ
ア
バ
ン
ド
M
・
M
・
M
の
皆

　
さ
ん
）

○
歌
謡
シ
ョ
i

O
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
（
ど
な
た

　
で
も
気
軽
に
出
場
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
ヘ
ド
つ
ヤ
ヒ
ご
　
し

○
甘
酒
・
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
の
無

　
料
サ
ー
ビ
ス
（
お
い
し
い
よ
！
）

o
味
の
名
店
街
（
地
元
の
味
で
す
）

　
け
ん
ち
ん
汁
・
チ
マ
キ
・
お
で

　
ん
・
あ
ん
ぽ
・
ぼ
た
も
ち
・
手

　
打
そ
ば
・
お
に
ぎ
り
な
ど
く
。

○
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー

　
か
わ
い
い
ぬ
い
ぐ
る
み
と
遊
ぼ

　
う
。
ソ
リ
や
チ
ュ
ー
ブ
乗
り
も

　
お
も
し
ろ
い
よ
！

○
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム

　
雪
の
中
か
ら
ど
ん
な
宝
物
が
出

　
’
て
く
る
か
な
？
ち
び
っ
こ
大
集

　
合
。

▼
仲
問
で
チ
ー
ム
を
作
つ
て

　
出
場
し
よ
う
。
豪
華
商
品

　
が
待
つ
て
ま
す
。

◎
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

　
八
人
一
組
（
男
女
問
わ
ず
）
で

　
申
し
込
み
を
！
（
先
着
十
組
）

　
　
一
升
の
酒
を
ど
れ
だ
け
早
く
飲

　
め
る
か
な
。
全
員
に
参
加
賞
、

　
上
位
三
チ
ー
ム
に
は
豪
華
賞
品

を
進
呈
．

◎
雪
中
つ
な
引
き
大
会

　
男
は
五
人
で
一
チ
ー
ム
。
女
は

　
八
人
で
一
チ
ー
ム
。
　
（
先
着
二

＋
組
ま
で
）

　
雪
の
上
だ
け
に
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ

　
ン
グ
が
勝
利
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
全
員
に
参
加
賞
、
上
位
三
チ
ー

　
ム
に
は
豪
華
商
品
あ
り
。

※
以
上
の
参
加
申
し
込
み
は
、
三

　
月
二
十
二
日
ま
で
に
役
場
振
興

　
課
の
方
に
。
（
六
－
三
二
一
二
）

▼
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ

◎
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

o
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

　
　
　
　
ー
ム
（
二
本
制
）

○
組
別
　
小
学
生
男
・
女
か
ら
壮

　
年
ま
で
の
七
組
。

○
申
し
込
み
方
法
及
び
締
切
日

　
，
こ
の
大
会
用
規
定
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
て
、
三
月
二

　
十
日
ま
で
に
事
務
局
（
天
水
越

　
凌
雲
閣
・
島
田
　
一
）
へ
参
加

　
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
o
参
加
料
（
小
・
中
学
生
）
五
百

　
円
。
　
（
高
校
・
一
般
）
千
円
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

負
担
の
軽
減
と
公
平
の
確
保

■
社
会
の
変
化
に
対
応
を
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
税
率
の
き
ざ
み
が
こ
れ
ま
で

　
昭
和
二
十
五
年
、
現
在
の
税
制
の
基
本
が
で
き
て

以
来
、
初
め
て
の
大
き
な
税
制
改
革
が
こ
の
た
び
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
・
王
な
改
制
点

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

⑤まつのやま

▼
所
得
税
・
住
民
税
▲

　
　
税
率
構
造
が
簡
素
に

　
所
得
税
の
減
税
と
税
率
の
段
階

の
簡
素
化
は
世
界
的
な
流
れ
で
す
。

　　　　　年収703戸巴
　　　　　　　　　　　　＼　　　、／
年収32P万円　i＼江脇
　　　鞭　　i　40％
　　　1）　　　i　30％

曜、臨
新
し
い
税
制
で
は
、
所
得
税
の
税

率
を
ド
げ
、
税
率
の
き
ざ
み
を
昭

和
六
十
二
年
の
一
〇
・
五
％
～
六

〇
％
の
ト
ニ
段
階
か
ら
、
昭
和
六

十
三
年
の
六
段
階
を
経
て
一
〇
％

～
、
五
〇
％
の
五
段
階
に
簡
素
化
さ

れ
、
働
く
人
の
負
担
感
、
不
公
．
平

感
が
取
り
除
か
れ
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
最
低
税
率
の
適
用
範
囲

が
年
収
七
パ
旦
二
万
円
ま
で
と
、
大

幅
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

約
九
〇
％
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
こ

の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

の
、
五
～
一
六
％
の
七
段
階
か
ら
、

五
～
一
．
五
％
の
三
段
階
へ
と
簡
素

化
さ
れ
ま
し
た
。

入
的
控
除
が
大
幅
引
き
上
げ

　
中
・
低
所
得
者
の
所
得
税
の
負

担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
に
、

基
礎
的
な
人
的
控
除
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
が
そ
れ

ぞ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
、
．
一
ト
．
．
一
万
円

か
ら
、
．
一
ト
．
κ
万
円
に
、
…
配
偶
者
特

別
控
除
が
ト
六
万
、
κ
r
円
か
ら
．
、
一

ト
．
九
万
円
に
引
き
L
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
費
が
か
か
る
ト

六
歳
か
ら
．
．
卜
．
、
歳
よ
で
の
扶
養

親
族
に
つ
い
て
、
卜
．
力
円
の
扶
養

控
除
の
割
増
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
七
卜
歳
以
L
の
、
い
わ

ゆ
る
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
か
か

る
扶
養
控
除
額
な
ど
が
引
き
ト
げ

ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
」
卜

歳
以
L
の
寝
た
き
り
の
親
と
同
居

す
る
場
合
、
所
得
税
の
控
除
額
は
、

こ
れ
ま
で
の
八
卜
．
力
円
か
ら
百
．
、

卜
・
万
円
と
、
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
所
得
税
・
個
人
住
民

確定申告に訪れた皆さん。

申告漏れがないようにお願いします

税
の
税
率
引
き
、
ト
げ
、
各
種
控
除

の
引
き
L
げ
に
よ
り
、
年
収
八
百

．
力
以
ド
で
夫
婦
子
供
二
人
と
い
う

標
準
的
な
世
帯
で
は
、
二
〇
％
以

L
の
大
幅
減
税
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
が
導
人
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
消
費
支
出
の
増
加
を
差
し
引
い

て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
世
帯
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
消
費
税
■

広
く
薄
く
負
担
を
求
め
る

　
消
費
税
は
、
限
ら
れ
た
も
の
だ

け
に
課
税
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

間
接
税
と
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
売
り

L
げ
を
対
象
と
し
た
税
金
で
、
税

率
は
一
、
一
％
で
す
。

　
消
費
税
は
、
消
費
に
広
く
薄
く

負
担
を
求
め
る
と
い
う
性
格
上
、

い
わ
ゆ
る
非
課
税
の
対
象
と
な
る

の
は
、
土
地
売
買
や
．
預
金
の
利
子
、

社
会
保
険
医
療
、
教
育
、
社
会
福

祉
の
一
部
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
物
品
税
、
砂
糖
消
費

税
、
人
場
税
な
ど
の
国
税
、
電
気

税
、
ガ
ス
税
な
ど
の
地
方
税
は
廃

止
さ
れ
ま
す
。
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カスキ

楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
来
て
ね
！

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
の
シ
ー

ズ
ン
最
後
を
か
ざ
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ス
キ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
」
。
今
年
で
第
六
回

目
を
迎
え
る
こ
の
催
し
物
は
、
三

月
二
十
六
日
の
日
曜
口
に
行
わ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
主
催
者
（
実
行
委
員
会
）

に
松
之
山
町
農
協
さ
ん
も
加
わ
り
、

な
お
一
層
に
ぎ
や
か
な
カ
ー
ニ
バ

ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
雪

が
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、
カ
ザ
マ

カ
ッ
プ
の
ス
キ
ー
競
技
会
の
開
催

が
心
配
さ
れ
る
所
で
す
。

　
カ
ー
ニ
バ
ル
で
行
わ
れ
る
催
し

物
の
内
容
は
、
前
回
と
ほ
ぽ
同
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
三

岳
　
良
（
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
）

　
き
り
し
ま
　
み
　
ほ

と
霧
島
美
甫
（
テ
イ
チ
ク
）
の
演

歌
歌
手
二
人
を
招
い
て
の
”
歌
謡

シ
ョ
ー
”
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
聞
き
に
来

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
、
子
供

た
ち
か
ら
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
ま

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
が

沢
山
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
家
族

連
れ
で
是
非
ど
う
ぞ
。

歌手　三岳　良さん（クラウ
ンレコード）

霧島美甫さん（テイチクレコ
ード）と二人で“歌謡ショー“

を行います。

▼
レ
ス
ト
パ
ウ
ス
雪
椿
前

o
生
バ
ン
ド
演
奏
（
地
元
ア
マ
チ

　
ュ
ア
バ
ン
ド
M
・
M
・
M
の
皆

　
さ
ん
）

○
歌
謡
シ
ョ
i

O
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
（
ど
な
た

　
で
も
気
軽
に
出
場
で
き
ま
す
）

　
　
　
　
ヘ
ド
つ
ヤ
ヒ
ご
　
し

○
甘
酒
・
ラ
ビ
ッ
ト
ス
ー
プ
の
無

　
料
サ
ー
ビ
ス
（
お
い
し
い
よ
！
）

o
味
の
名
店
街
（
地
元
の
味
で
す
）

　
け
ん
ち
ん
汁
・
チ
マ
キ
・
お
で

　
ん
・
あ
ん
ぽ
・
ぼ
た
も
ち
・
手

　
打
そ
ば
・
お
に
ぎ
り
な
ど
く
。

○
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー

　
か
わ
い
い
ぬ
い
ぐ
る
み
と
遊
ぼ

　
う
。
ソ
リ
や
チ
ュ
ー
ブ
乗
り
も

　
お
も
し
ろ
い
よ
！

○
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム

　
雪
の
中
か
ら
ど
ん
な
宝
物
が
出

　
’
て
く
る
か
な
？
ち
び
っ
こ
大
集

　
合
。

▼
仲
問
で
チ
ー
ム
を
作
つ
て

　
出
場
し
よ
う
。
豪
華
商
品

　
が
待
つ
て
ま
す
。

◎
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

　
八
人
一
組
（
男
女
問
わ
ず
）
で

　
申
し
込
み
を
！
（
先
着
十
組
）

　
　
一
升
の
酒
を
ど
れ
だ
け
早
く
飲

　
め
る
か
な
。
全
員
に
参
加
賞
、

　
上
位
三
チ
ー
ム
に
は
豪
華
賞
品

を
進
呈
．

◎
雪
中
つ
な
引
き
大
会

　
男
は
五
人
で
一
チ
ー
ム
。
女
は

　
八
人
で
一
チ
ー
ム
。
　
（
先
着
二

＋
組
ま
で
）

　
雪
の
上
だ
け
に
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ

　
ン
グ
が
勝
利
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
全
員
に
参
加
賞
、
上
位
三
チ
ー

　
ム
に
は
豪
華
商
品
あ
り
。

※
以
上
の
参
加
申
し
込
み
は
、
三

　
月
二
十
二
日
ま
で
に
役
場
振
興

　
課
の
方
に
。
（
六
－
三
二
一
二
）

▼
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ

◎
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

o
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

　
　
　
　
ー
ム
（
二
本
制
）

○
組
別
　
小
学
生
男
・
女
か
ら
壮

　
年
ま
で
の
七
組
。

○
申
し
込
み
方
法
及
び
締
切
日

　
，
こ
の
大
会
用
規
定
の
用
紙
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
て
、
三
月
二

　
十
日
ま
で
に
事
務
局
（
天
水
越

　
凌
雲
閣
・
島
田
　
一
）
へ
参
加

　
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。
o
参
加
料
（
小
・
中
学
生
）
五
百

　
円
。
　
（
高
校
・
一
般
）
千
円
と

　
な
っ
て
い
ま
す
。

負
担
の
軽
減
と
公
平
の
確
保

■
社
会
の
変
化
に
対
応
を
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
税
率
の
き
ざ
み
が
こ
れ
ま
で

　
昭
和
二
十
五
年
、
現
在
の
税
制
の
基
本
が
で
き
て

以
来
、
初
め
て
の
大
き
な
税
制
改
革
が
こ
の
た
び
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
・
王
な
改
制
点

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

⑤まつのやま

▼
所
得
税
・
住
民
税
▲

　
　
税
率
構
造
が
簡
素
に

　
所
得
税
の
減
税
と
税
率
の
段
階

の
簡
素
化
は
世
界
的
な
流
れ
で
す
。

　　　　　年収703戸巴
　　　　　　　　　　　　＼　　　、／
年収32P万円　i＼江脇
　　　鞭　　i　40％
　　　1）　　　i　30％

曜、臨
新
し
い
税
制
で
は
、
所
得
税
の
税

率
を
ド
げ
、
税
率
の
き
ざ
み
を
昭

和
六
十
二
年
の
一
〇
・
五
％
～
六

〇
％
の
ト
ニ
段
階
か
ら
、
昭
和
六

十
三
年
の
六
段
階
を
経
て
一
〇
％

～
、
五
〇
％
の
五
段
階
に
簡
素
化
さ

れ
、
働
く
人
の
負
担
感
、
不
公
．
平

感
が
取
り
除
か
れ
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
最
低
税
率
の
適
用
範
囲

が
年
収
七
パ
旦
二
万
円
ま
で
と
、
大

幅
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

約
九
〇
％
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
こ

の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

の
、
五
～
一
六
％
の
七
段
階
か
ら
、

五
～
一
．
五
％
の
三
段
階
へ
と
簡
素

化
さ
れ
ま
し
た
。

入
的
控
除
が
大
幅
引
き
上
げ

　
中
・
低
所
得
者
の
所
得
税
の
負

担
を
さ
ら
に
軽
減
す
る
た
め
に
、

基
礎
的
な
人
的
控
除
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
が
そ
れ

ぞ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
、
．
一
ト
．
．
一
万
円

か
ら
、
．
一
ト
．
κ
万
円
に
、
…
配
偶
者
特

別
控
除
が
ト
六
万
、
κ
r
円
か
ら
．
、
一

ト
．
九
万
円
に
引
き
L
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
費
が
か
か
る
ト

六
歳
か
ら
．
．
卜
．
、
歳
よ
で
の
扶
養

親
族
に
つ
い
て
、
卜
．
力
円
の
扶
養

控
除
の
割
増
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
七
卜
歳
以
L
の
、
い
わ

ゆ
る
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
か
か

る
扶
養
控
除
額
な
ど
が
引
き
ト
げ

ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
」
卜

歳
以
L
の
寝
た
き
り
の
親
と
同
居

す
る
場
合
、
所
得
税
の
控
除
額
は
、

こ
れ
ま
で
の
八
卜
．
力
円
か
ら
百
．
、

卜
・
万
円
と
、
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
所
得
税
・
個
人
住
民

確定申告に訪れた皆さん。

申告漏れがないようにお願いします

税
の
税
率
引
き
、
ト
げ
、
各
種
控
除

の
引
き
L
げ
に
よ
り
、
年
収
八
百

．
力
以
ド
で
夫
婦
子
供
二
人
と
い
う

標
準
的
な
世
帯
で
は
、
二
〇
％
以

L
の
大
幅
減
税
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
が
導
人
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
消
費
支
出
の
増
加
を
差
し
引
い

て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
世
帯
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
消
費
税
■

広
く
薄
く
負
担
を
求
め
る

　
消
費
税
は
、
限
ら
れ
た
も
の
だ

け
に
課
税
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の

間
接
税
と
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
売
り

L
げ
を
対
象
と
し
た
税
金
で
、
税

率
は
一
、
一
％
で
す
。

　
消
費
税
は
、
消
費
に
広
く
薄
く

負
担
を
求
め
る
と
い
う
性
格
上
、

い
わ
ゆ
る
非
課
税
の
対
象
と
な
る

の
は
、
土
地
売
買
や
．
預
金
の
利
子
、

社
会
保
険
医
療
、
教
育
、
社
会
福

祉
の
一
部
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
物
品
税
、
砂
糖
消
費

税
、
人
場
税
な
ど
の
国
税
、
電
気

税
、
ガ
ス
税
な
ど
の
地
方
税
は
廃

止
さ
れ
ま
す
。
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会大技競「キ

少
雪
の
中
＼
六
〇
〇
人
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
し
て
盛
大
に
開
催
！

1彗ず∫

低
頚
，
　
　
　
／

　
今
年
で
第
四
〇
回
目
と
い
う
伝

統
あ
る
。
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大

会
」
が
、
二
月
五
H
に
約
六
百
人

の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
第
四
〇
回
と
い
う
記

念
の
大
会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
異

状
と
も
思
え
る
少
雪
で
ア
ル
ペ
ン
・

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
と
も

十
分
な
コ
ー
ス
作
り
が
出
来
ず
、

大
会
の
開
催
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状

態
で
し
た
。
し
か
し
、
大
会
前
に

な
っ
て
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
降
雪

が
あ
り
、
多
少
の
コ
ー
ス
変
更
は

あ
っ
た
も
の
の
無
事
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
参
加
選
手
も
松
代
、
津
南
を
は

じ
め
、
遠
く
は
妙
高
方
面
か
ら
も

・
大
勢
の
参
加
が
あ
り
、
ア
ル
ペ
ン
・

距
離
両
方
で
五
九
八
名
と
い
う
大

変
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
天
候
も
快
晴
と
ま
で
は
い
か

な
い
も
の
の
、
ま
ず
／
＼
の
天
候

で
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
持
て
る
力

を
充
分
発
揮
で
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
大
会
の
方
は
、
ア
ル
ペ
ン
部
門

で
は
地
元
選
手
の
活
躍
が
目
立
っ

た
も
の
の
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

（
距
離
）
の
方
は
妙
高
方
面
の
選

手
が
圧
倒
的
に
強
く
、
上
位
を
独

占
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
距
離
部
門
に
お
け
る
選

手
強
化
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秒

①
福
原
　
誠
（
松
量
小
）
　
　
　
　
引
・
7
7

②
小
山
俊
之
（
松
之
山
小
）
　
　
　
4
4
・
0
7

（
大
回
転
）

③
村
山
高
志
（
　
〃
　
　
）
　
　
　
4
5
・
4
1

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
高
沢
　
平
（
松
里
小
）
　
　
　
　
4
4
・
56

②
米
持
、
括
士
（
室
野
S
C
）
　
　
　
4
6
・
0
5

③
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

▼
中
学
男
子

①
村
山
　
臣
（
松
之
山
中
）

①
高
山
　
淳
（
城
北
中
）

③
樋
日
博
明
（
松
之
山
中
）

▼
高
校
男
子

①
高
橋
　
猛
（
安
高
松
之
山
）

②
涌
井
勝
広
（
津
南
高
）

③
高
橋
　
広
（
津
南
高
）

▼
成
年
男
子
一
部

①
斉
藤
祐
幸
（
県
職
長
岡
S
C
）

②
福
原
徳
治
（
松
里
S
C
）

③
佐
藤
　
守
（
県
職
長
岡
S
C
）

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）

ス
一
フ
ロ
ー
ム

▼
小
学
生
男
子
A
組

①
福
原
　
誠
（
松
里
小
）

③
高
橋
茂
雄
（
松
里
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
高
沢
　
平
（
松
里
小
）

②
村
山
由
貴
男
（
松
代
小
）

③
米
持
岳
士
（
室
野
S
C
）

▼
中
学
男
子

①
高
山
　
淳
（
城
北
中
）

②
樋
口
博
明
（
松
之
山
中
）

③
小
野
塚
浩
一
（
　
〃
　
）

▼
高
校
男
子

（　　 52　　　　54　53　53　　　　50　5（〕　49　　　　52　51　51　　　　47
回　　。　　　。　。　・　　　・　。　・　　　。　。　・　　　，
　　　　57　　　　96　94　41　　　　70　32　96　　　　55　78　78　　　　33

③②①▼③②①▼③②①▼鉾憎酷聖糞醤要・1・蔑朱療・1、
塚博　学岳由　学茂英　学
浩明淳男士貴平生雄明誠生
二租蕨子牽畳稼男稼葎根男
　之北　野松里子里南、里．子
”串虫　き祭少B少畏少A
））　　一一　組　c　組
1　1　1　　1　1　1　　・1　1　　ラ〉
2り　29　23　　　　05　05　00　　　　02　0（）57秒・

08　06　86　　　　83　81　72　　　　96　53　1｛3

猛
（
安
高
松
之
山
）
1
・
別
・
3
6

②
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）
　
5
2
・
7
1

③
柏
木
茂
奉
（
新
潟
市
）
　
　
　
　
5
3
・
2
8

▼
小
学
生
女
子
A
組
（
六
年
）

①
根
津
由
加
（
津
南
J
R
C
）
　
　
5
1
・
2
7

②
石
沢
菜
保
子
（
　
〃
　
　
）
　
　
5
3
・
9
3

③
佐
藤
こ
ず
恵
（
松
里
小
）
　
　
　
5
4
・
3
6

▼
小
学
生
女
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
半
戸
小
百
合
（
津
南
J
R
C
）
　
4
8
・
54

②
小
見
さ
と
み
（
松
之
山
小
）
　
　
5
4
・
4
3

③
滝
沢
和
美
（
　
　
〃
　
）
　
　
　
54
・
5
3

▼
中
学
女
子

①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）
　
　
　
　
54
・
0
8

②
佐
藤
麻
紀
（
松
之
山
中
〉
　
　
　
5
6
・
7
0

③
関
沢
真
澄
美
（
津
南
中
）
　
　
　
5
8
・
1
9

転
）

　
②
関
谷
敏
郎
（
松
代
高
）

　
③
涌
井
勝
広
（
津
南
高
）

　
▼
成
年
一
部

　
①
斉
藤
祐
幸
（
長
岡
S
C
）

　
②
今
井
伸
行
（
　
〃
　
　
）

　
③
穴
沢
　
保
（
　
〃
　
　
）

　
▼
成
年
二
部

　
①
柳
　
繁
夫
（
県
職
三
条
）

　
③
大
藤
雅
史
（
　
〃

　
▼
中
学
女
子

　
①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）
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ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
距
離
）

▼
小
学
校
男
子
A
組

①
内
田
正
史
（
関
山
小
）

②
樋
口
直
也
（
新
井
小
）

③
内
田
訓
央
（
関
山
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
内
田
　
学
（
関
山
小
）

②
岡
木
、
梼
志
（
　
〃
　
）

③
山
川
　
学
（
　
〃
　
）

⑤
高
橋
利
一
（
松
里
小
）

▼
中
学
男
子
（
の
K
）

①
荒
川
陽
司
（
村
立
妙
高
）

，
②
内
田
　
忍
（
　
〃
　
　
）

③
内
田
貴
幸
（
〃
　
　
）

⑥
飯
塚
一
馬
（
浦
旧
中
）

（
5
K
）

26　25　25　25　　　　16　16　16　15　　　　15　14　14　ラ〉
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▼
高
校
男
子

①
福
原
　
賢
（
安
高
松
之
山
）
2
5
・
1
5
・
0

②
草
村
和
茂
（
　
〃
　
　
）
3
0
，
・
3
・
7

③
福
原
秀
夫
（
　
　
〃
　
　
）
訓
・
1
9
・
4

▼
小
学
生
女
子
A
組

①
佐
藤
由
香
（
牧
小
）

②
望
月
理
絵
（
関
山
小
）

③
高
橋
裕
美
（
松
畢
小
）

▼
小
学
生
女
子
B
組

①
内
旧
啓
子
（
関
山
小
）

②
後
藤
幹
恵
（
関
山
小
）

③
小
林
美
佐
子
（
豊
原
小
）

▼
中
学
女
子
（
5
K
）

（
3
K
）

14　13　翌3　　　13　12　12

7　52　18　　　　12　59　47

5　6　6　　　3　8　8

①
山
下
ル
ミ
子
（
村
立
妙
高
）
1
5
・
3
0
・
7

②
永
井
加
奈
子
（
豊
原
J
R
C
）
1
5
・
34
・
5

③
馬
場
里
美
（
村
立
妙
高
）
　
1
5
・
鱒
・
1

’

距離競技のスタート地点

二人同時にスタート

リ
レ
ー

▼
小
学
校
男
子

①
関
山
小
学
校
A

②
豊
原
小
学
校

③
関
山
小
学
校
B

▼
小
学
校
女
子

①
関
山
小
学
校
A

②
豊
原
小
幽
．
r
校

③
室
野
s
c

⑥
松
里
小
学
校

▼
中
学
校
男
子

①
村
立
妙
高
中
学
校

②
松
代
中
学
校

③
松
之
山
中
学
校
A

④
浦
田
中
学
校

⑥
松
之
山
中
学
校
B

▼
中
学
校
女
子

①
村
立
妙
高
中
学
校

②
松
代
中
学
校
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これから登りのコース

「ガンバレー」の声がかかる

気
を
つ
け
よ
う
悪
質
な
訪
問
販
売

教
材
の
訪
問
販
売

　
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
を

対
象
に
、
教
材
の
訪
問
販
売
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
契

約
し
て
も
、
き
ち
ん
と
教
材
が
送

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
り
、
い
い
か

げ
ん
な
内
容
の
も
の
だ
っ
た
り
の

よ
う
で
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
態

度
も
あ
や
ふ
や
で
、
話
が
あ
ち
こ

ち
へ
と
逃
げ
て
い
ま
す
。
変
だ
と

思
っ
た
ら
は
っ
き
り
こ
と
わ
っ
た

方
が
賢
明
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
　
一
度
契
約
し
た
が

（
お
金
を
全
部
は
ら
っ
て
い
な
い

場
八
口
）
や
め
た
い
と
い
う
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
の
期
間
が
ヒ
ロ
か
ら
八

日
に
、
　
一
口
だ
け
延
び
ま
し
た
。

　
よ
く
見
て
、
よ
く
考
え
て
、
よ

く
相
談
し
て
、
お
ど
し
に
の
ら
ず

行
動
に
移
っ
て
ド
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
約
彪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
…

ク
竃
リ

ン
ゲ
・

オ
フ
な

～
い
よ

　
難
民
救
済
募
金

　
　
難
民
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の

　
．
r
ど
も
を
救
う
募
金
と
か
で
一
口

　
千
円
で
お
願
い
し
て
い
る
よ
う
で

　
す
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら

　
な
い
団
体
が
多
い
よ
う
で
す
。
役

　
場
で
は
、
そ
う
い
う
募
金
を
お
願

　
い
す
る
時
は
部
落
長
さ
ん
を
と
お

　
し
ま
す
し
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
で
は

　
口
座
へ
振
り
こ
む
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。
無
理
に
わ
け
の
わ
か
ら

　
な
い
人
に
募
金
し
な
く
て
も
、
よ

　
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と

　
な
り
の
人
も
や
っ
た
か
ら
し
な
け

　
れ
ば
悪
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

　
安
心
の
お
け
る
団
体
に
、
た
い
せ

　
つ
な
お
金
を
有
効
に
使
っ
て
も
ら

　
っ
た
方
が
意
義
あ
る
も
の
と
思
い

　
ま
す
。

　
　
　
　
　
．
・
／
＼
z
　
樗

　
　
　
　
　
　
■

　
亨
る
　
。
、
。
識
、
…
．
・

　
　
　
　
　
。
重
・
・
氏
漕
馨
、
、

∩
～
2
一
9
一

町
　
。
へ
よ
、
9
馳
聾

ナ
　
　
き

．
し
滞
／
．
廟
．
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l
O
等
ー

まつのやま⑥

会大技競「キ

少
雪
の
中
＼
六
〇
〇
人
が
参
加

　
　
　
　
　
　
　
し
て
盛
大
に
開
催
！

1彗ず∫

低
頚
，
　
　
　
／

　
今
年
で
第
四
〇
回
目
と
い
う
伝

統
あ
る
。
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大

会
」
が
、
二
月
五
H
に
約
六
百
人

の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
第
四
〇
回
と
い
う
記

念
の
大
会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
異

状
と
も
思
え
る
少
雪
で
ア
ル
ペ
ン
・

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
と
も

十
分
な
コ
ー
ス
作
り
が
出
来
ず
、

大
会
の
開
催
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状

態
で
し
た
。
し
か
し
、
大
会
前
に

な
っ
て
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
降
雪

が
あ
り
、
多
少
の
コ
ー
ス
変
更
は

あ
っ
た
も
の
の
無
事
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
参
加
選
手
も
松
代
、
津
南
を
は

じ
め
、
遠
く
は
妙
高
方
面
か
ら
も

・
大
勢
の
参
加
が
あ
り
、
ア
ル
ペ
ン
・

距
離
両
方
で
五
九
八
名
と
い
う
大

変
に
ぎ
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
天
候
も
快
晴
と
ま
で
は
い
か

な
い
も
の
の
、
ま
ず
／
＼
の
天
候

で
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
持
て
る
力

を
充
分
発
揮
で
き
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
大
会
の
方
は
、
ア
ル
ペ
ン
部
門

で
は
地
元
選
手
の
活
躍
が
目
立
っ

た
も
の
の
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

（
距
離
）
の
方
は
妙
高
方
面
の
選

手
が
圧
倒
的
に
強
く
、
上
位
を
独

占
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
距
離
部
門
に
お
け
る
選

手
強
化
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
小
学
校
男
子
A
組
（
六
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秒

①
福
原
　
誠
（
松
量
小
）
　
　
　
　
引
・
7
7

②
小
山
俊
之
（
松
之
山
小
）
　
　
　
4
4
・
0
7

（
大
回
転
）

③
村
山
高
志
（
　
〃
　
　
）
　
　
　
4
5
・
4
1

▼
小
学
校
男
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
高
沢
　
平
（
松
里
小
）
　
　
　
　
4
4
・
56

②
米
持
、
括
士
（
室
野
S
C
）
　
　
　
4
6
・
0
5

③
津
端
康
裕
（
松
之
山
小
）

▼
中
学
男
子

①
村
山
　
臣
（
松
之
山
中
）

①
高
山
　
淳
（
城
北
中
）

③
樋
日
博
明
（
松
之
山
中
）

▼
高
校
男
子

①
高
橋
　
猛
（
安
高
松
之
山
）

②
涌
井
勝
広
（
津
南
高
）

③
高
橋
　
広
（
津
南
高
）

▼
成
年
男
子
一
部

①
斉
藤
祐
幸
（
県
職
長
岡
S
C
）

②
福
原
徳
治
（
松
里
S
C
）

③
佐
藤
　
守
（
県
職
長
岡
S
C
）

▼
成
年
男
子
二
部

①
村
山
好
文
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）

ス
一
フ
ロ
ー
ム

▼
小
学
生
男
子
A
組

①
福
原
　
誠
（
松
里
小
）

③
高
橋
茂
雄
（
松
里
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
高
沢
　
平
（
松
里
小
）

②
村
山
由
貴
男
（
松
代
小
）

③
米
持
岳
士
（
室
野
S
C
）

▼
中
学
男
子

①
高
山
　
淳
（
城
北
中
）

②
樋
口
博
明
（
松
之
山
中
）

③
小
野
塚
浩
一
（
　
〃
　
）

▼
高
校
男
子
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猛
（
安
高
松
之
山
）
1
・
別
・
3
6

②
奈
須
川
隆
（
ダ
イ
ト
ー
S
C
）
　
5
2
・
7
1

③
柏
木
茂
奉
（
新
潟
市
）
　
　
　
　
5
3
・
2
8

▼
小
学
生
女
子
A
組
（
六
年
）

①
根
津
由
加
（
津
南
J
R
C
）
　
　
5
1
・
2
7

②
石
沢
菜
保
子
（
　
〃
　
　
）
　
　
5
3
・
9
3

③
佐
藤
こ
ず
恵
（
松
里
小
）
　
　
　
5
4
・
3
6

▼
小
学
生
女
子
B
組
（
五
年
以
下
）

①
半
戸
小
百
合
（
津
南
J
R
C
）
　
4
8
・
54

②
小
見
さ
と
み
（
松
之
山
小
）
　
　
5
4
・
4
3

③
滝
沢
和
美
（
　
　
〃
　
）
　
　
　
54
・
5
3

▼
中
学
女
子

①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）
　
　
　
　
54
・
0
8

②
佐
藤
麻
紀
（
松
之
山
中
〉
　
　
　
5
6
・
7
0

③
関
沢
真
澄
美
（
津
南
中
）
　
　
　
5
8
・
1
9

転
）

　
②
関
谷
敏
郎
（
松
代
高
）

　
③
涌
井
勝
広
（
津
南
高
）

　
▼
成
年
一
部

　
①
斉
藤
祐
幸
（
長
岡
S
C
）

　
②
今
井
伸
行
（
　
〃
　
　
）

　
③
穴
沢
　
保
（
　
〃
　
　
）

　
▼
成
年
二
部

　
①
柳
　
繁
夫
（
県
職
三
条
）

　
③
大
藤
雅
史
（
　
〃

　
▼
中
学
女
子

　
①
津
端
美
晴
（
津
南
中
）

③②①▼③②①▼③②①▼③②苫築鋸中毒岱柳成羨弁篠成弾馨
志芽美学雅好繁年　伸祐年勝敏
麻久晴女史文夫二保行幸一広郎藻肇葎子（マ藥部（（良部葎厭
南松南　 “ト腿　 ”ノノ1朔　南イド」之虫　　 1二　　　S　高琶R山　　　 S圭　＿＿≦三　）9田　　　c
l　l　l　　　l　l　l　　　l　l　l　　　l　l

40　38　32　・　　30　28　28　　　　34　32　30　　　　25　24

32　61　12　　　　56　70　32　　　　76　02　03　　　　96　0（〕

⑦まつのやま

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
距
離
）

▼
小
学
校
男
子
A
組

①
内
田
正
史
（
関
山
小
）

②
樋
口
直
也
（
新
井
小
）

③
内
田
訓
央
（
関
山
小
）

▼
小
学
生
男
子
B
組

①
内
田
　
学
（
関
山
小
）

②
岡
木
、
梼
志
（
　
〃
　
）

③
山
川
　
学
（
　
〃
　
）

⑤
高
橋
利
一
（
松
里
小
）

▼
中
学
男
子
（
の
K
）

①
荒
川
陽
司
（
村
立
妙
高
）

，
②
内
田
　
忍
（
　
〃
　
　
）

③
内
田
貴
幸
（
〃
　
　
）

⑥
飯
塚
一
馬
（
浦
旧
中
）

（
5
K
）

26　25　25　25　　　　16　16　16　15　　　　15　14　14　ラ〉

秒
・
3
2
・
9

・
59
・
4

●
3
。
8

6　
．
7

3X
●
2

　
。
7

9　●
　
1

3　
●
3

3　●
　
1

2　
卿
5

3　
。
5

1

▼
高
校
男
子

①
福
原
　
賢
（
安
高
松
之
山
）
2
5
・
1
5
・
0

②
草
村
和
茂
（
　
〃
　
　
）
3
0
，
・
3
・
7

③
福
原
秀
夫
（
　
　
〃
　
　
）
訓
・
1
9
・
4

▼
小
学
生
女
子
A
組

①
佐
藤
由
香
（
牧
小
）

②
望
月
理
絵
（
関
山
小
）

③
高
橋
裕
美
（
松
畢
小
）

▼
小
学
生
女
子
B
組

①
内
旧
啓
子
（
関
山
小
）

②
後
藤
幹
恵
（
関
山
小
）

③
小
林
美
佐
子
（
豊
原
小
）

▼
中
学
女
子
（
5
K
）

（
3
K
）

14　13　翌3　　　13　12　12

7　52　18　　　　12　59　47

5　6　6　　　3　8　8

①
山
下
ル
ミ
子
（
村
立
妙
高
）
1
5
・
3
0
・
7

②
永
井
加
奈
子
（
豊
原
J
R
C
）
1
5
・
34
・
5

③
馬
場
里
美
（
村
立
妙
高
）
　
1
5
・
鱒
・
1

’

距離競技のスタート地点

二人同時にスタート

リ
レ
ー

▼
小
学
校
男
子

①
関
山
小
学
校
A

②
豊
原
小
学
校

③
関
山
小
学
校
B

▼
小
学
校
女
子

①
関
山
小
学
校
A

②
豊
原
小
幽
．
r
校

③
室
野
s
c

⑥
松
里
小
学
校

▼
中
学
校
男
子

①
村
立
妙
高
中
学
校

②
松
代
中
学
校

③
松
之
山
中
学
校
A

④
浦
田
中
学
校

⑥
松
之
山
中
学
校
B

▼
中
学
校
女
子

①
村
立
妙
高
中
学
校

②
松
代
中
学
校

41　36　　　　5956　54　53　49　　　　33　二32　32　30　　　46　46　455〉

313　2410231247　9421338　40M19秒
91　 11321　 6938　 327

これから登りのコース

「ガンバレー」の声がかかる

気
を
つ
け
よ
う
悪
質
な
訪
問
販
売

教
材
の
訪
問
販
売

　
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
を

対
象
に
、
教
材
の
訪
問
販
売
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
契

約
し
て
も
、
き
ち
ん
と
教
材
が
送

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
り
、
い
い
か

げ
ん
な
内
容
の
も
の
だ
っ
た
り
の

よ
う
で
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
態

度
も
あ
や
ふ
や
で
、
話
が
あ
ち
こ

ち
へ
と
逃
げ
て
い
ま
す
。
変
だ
と

思
っ
た
ら
は
っ
き
り
こ
と
わ
っ
た

方
が
賢
明
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
　
一
度
契
約
し
た
が

（
お
金
を
全
部
は
ら
っ
て
い
な
い

場
八
口
）
や
め
た
い
と
い
う
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
の
期
間
が
ヒ
ロ
か
ら
八

日
に
、
　
一
口
だ
け
延
び
ま
し
た
。

　
よ
く
見
て
、
よ
く
考
え
て
、
よ

く
相
談
し
て
、
お
ど
し
に
の
ら
ず

行
動
に
移
っ
て
ド
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
約
彪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
…

ク
竃
リ

ン
ゲ
・

オ
フ
な

～
い
よ

　
難
民
救
済
募
金

　
　
難
民
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の

　
．
r
ど
も
を
救
う
募
金
と
か
で
一
口

　
千
円
で
お
願
い
し
て
い
る
よ
う
で

　
す
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら

　
な
い
団
体
が
多
い
よ
う
で
す
。
役

　
場
で
は
、
そ
う
い
う
募
金
を
お
願

　
い
す
る
時
は
部
落
長
さ
ん
を
と
お

　
し
ま
す
し
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
で
は

　
口
座
へ
振
り
こ
む
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。
無
理
に
わ
け
の
わ
か
ら

　
な
い
人
に
募
金
し
な
く
て
も
、
よ

　
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と

　
な
り
の
人
も
や
っ
た
か
ら
し
な
け

　
れ
ば
悪
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

　
安
心
の
お
け
る
団
体
に
、
た
い
せ

　
つ
な
お
金
を
有
効
に
使
っ
て
も
ら

　
っ
た
方
が
意
義
あ
る
も
の
と
思
い

　
ま
す
。

　
　
　
　
　
．
・
／
＼
z
　
樗

　
　
　
　
　
　
■

　
亨
る
　
。
、
。
識
、
…
．
・

　
　
　
　
　
。
重
・
・
氏
漕
馨
、
、

∩
～
2
一
9
一

町
　
。
へ
よ
、
9
馳
聾

ナ
　
　
き

．
し
滞
／
．
廟
．
　
’
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4
福
原
賢
君
（
安
高
松
之
山
）
冬
季
国
民
体
育
大
会
で
大
活
躍

距離競技でガンバツた
福原　賢君（小谷）

　
二
目
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
に

か
け
て
北
濡
道
旭
川
而
で
開
か
れ

た
”
第
四
十
四
回
冬
季
国
民
体
育

大
会
”
に
、
距
離
競
技
の
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
安
塚
高
校
松
之

山
分
校
一
年
生
の
福
原
賢
君
（
小

谷
・
上
干
場
）
が
、
期
待
通
り
の

す
ば
ら
し
い
活
躍
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
二
十
日
に
行
わ
れ
た
少
年
男
子

十
五
キ
ロ
で
は
十
九
位
だ
つ
た
も

の
の
、
、
県
勢
で
は
大
島
次
郎
君
（
十

日
町
高
）
に
次
ぐ
二
番
目
の
成
績

で
し
た
。
二
十
二
日
の
最
終
日
に

行
わ
れ
た
少
年
男
子
四
〇
キ
ロ
リ

レ
ー
（
五
人
×
八
キ
ロ
）
で
は
ア

ン
カ
ー
と
し
て
出
場
。
四
走
目
の

渡
部
選
手
か
ら
四
位
で
リ
レ
ー
を

受
け
た
後
、
前
を
行
く
青
森
県
チ

ー
ム
を
六
・
五
キ
ロ
付
近
で
追
い

抜
き
二
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

福
原
君
の
頑
張
り
で
勝
ち
取
つ
た

三
位
入
賞
で
し
た
。

　
新
潟
県
チ
ー
ム
は
リ
レ
ー
な
ど

の
健
闘
も
あ
り
、
天
皇
杯
㎜
位
．

皇
后
杯
二
位
と
い
う
立
派
な
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

2
在校生の拍手の中を卒

県
内
の
ト
ツ
ブ
を
き
つ
て
松
之
山
高
校
で
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
六
名
が
学
び
舎
を
後
に
！

　
笛
年
、
県
内
の
高
校
の
中
で
一

番
早
く
卒
業
式
を
行
っ
て
い
る
安

琢
高
等
学
校
松
之
山
分
校
。
今
年

も
　
爾
二
十
七
日
の
月
曜
日
に
、

多
く
の
来
賓
、
父
田
の
皆
さ
ん
が

見
守
る
中
、
第
二
十
八
回
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
男
子
二
十
四
名
・
女

子
こ
十
二
名
の
合
計
四
十
六
名
が
、

卒
業
証
雷
を
手
に
学
び
全
口
を
後
に

し
ま
し
た
。

　
卒
業
式
で
は
中
、
島
大
住
校
長
先

生
が
「
二
一
世
紀
は
皆
さ
ん
た
ち

　
　
　
　
　
　
こ
ム
に
ち
　
　
　
　
　
　
　
か
し

の
為
に
あ
る
。
今
臼
、
世
界
の
舵

取
り
的
役
割
を
果
た
す
日
本
の
責

任
を
認
識
し
な
が
ら
、
自
分
の
道

を
切
り
開
い
て
行
っ
て
は
し
い
。

ま
た
、
松
之
山
高
校
に
対
す
る
多

く
の
人
々
の
愛
情
を
充
分
感
じ
な

が
ら
巣
立
っ
て
ほ
し
い
四
と
卒
業

生
を
激
励
。
卒
業
生
代
表
の
津
端

博
樹
君
が
答
辞
と
し
て
「
高
校
生
活

三
年
間
の
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
行
き

た
い
。
豊
か
な
自
然
を
持
つ
松
之

山
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
ρ

と
述
べ
る
と
共
に
、
記
念
口
o
o
と
し

て
暗
幕
八
、
張
り
が
学
校
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
卒
業
生
四
十
六
名
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
進
学
・
就
職
に
と
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
道
を
歩
む
事
に
な
り

ま
す
が
、
地
元
に
残
っ
て
頑
張
っ

て
く
れ
る
万
も
二
名
い
る
そ
う
で

す
。
頼
も
し
い
で
す
ね
。

卒業生を代表して、津端博樹君
が答辞を行う

鴨、釧瞬漕＾

ソリレースに熱が入る婦人の皆さん

　　　　　　　　　　（松之山地区）

3
各
地
区
一

　
松
之
山
・
松
里
・
東
川
・
浦
田
の

各
小
学
校
区
で
は
、
二
月
二
十
六

日
の
日
曜
日
に
一
斉
に
冬
季
体
育

大
会
を
行
い
、
地
区
民
も
大
勢
参

加
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
の
冷

た
い
風
の
吹
く
あ
い
に
く
天
候
で

し
た
が
、
各
地
区
と
も
グ
ラ
ン
ド

や
ス
キ
ー
場
な
ど
で
、
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
す
よ
う
に
元
気
に
競
技
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
残
念
な
事
に
雪
が
極
端

に
少
な
い
た
め
、
滑
降
な
ど
ス
キ

斉
に
雪
上
運
動
会
（
二
月
二
＋
六
日
）

f
に
乗
る
競
技
が
行
え
ず
、
ち
ょ

っ
と
淋
し
い
大
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　
松
之
山
小
学
校
区
で
は
、
広
く

な
っ
た
グ
ラ
ン
ド
を
利
用
し
て
の

距
離
競
技
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
種
目
が
、
㎜
蒔
過
ぎ
ま
で
に
ぎ

や
か
に
行
わ
れ
た
は
か
、
東
川
地

区
で
も
五
つ
の
部
落
に
よ
る
対
抗

種
目
を
中
心
に
競
技
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
寒
い
中
、
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

宝釣りレースを楽しむ布川地区の皆さん

〔馬ソ

4
　
学
校
が
統
合
に
な
っ
て
も
う
す

ぐ、

『
年
。
三
省
地
区
で
は
統
ム
ロ
後

も
文
化
・
体
育
活
動
に
力
を
入
れ
￥

地
域
の
活
性
化
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　
二
月
十
九
日
（
日
）
に
は
、
少

雪
を
押
し
て
「
三
省
地
区
冬
季
体

力
作
り
大
会
し
を
開
催
。
地
区
民

　
総
出
で
茎
の
一
日
を
楽
し
く
過
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
少
雪
で
い
つ
も
使
用
し

て
い
た
場
所
が
使
え
ず
、
ク
ラ
ン

地
区
を
あ
げ
て
体
力
づ
く
り
三
省
地
区

ド
を
踏
み
固
め
て
会
場
と
し
、
競

技
の
万
も
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種

目
を
主
体
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
臼
は
雪
も
降
ら
ず
、
と
き
お

り
春
ら
し
い
陽
射
し
も
さ
す
大
会

日
和
で
、
小
さ
な
子
供
か
ら
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
ま
で
、
の
び
く

競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
雪
積
み
レ
ー
ス
や
足
に

結
ん
だ
風
船
を
割
る
“
し
っ
ぽ
ふ

み
レ
ー
ス
、
か
ん
じ
き
リ
レ
ー
、

老
人
会
の
皆
さ
ん
の
鱈
釣
り
レ
ー

ス
”
な
ど
み
ん
な
が
楽
し
め
る
種

目
が
沢
由
あ
り
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
に
は
婦
人
会
・
体

協
の
役
輿
が
作
っ
た
豚
汁
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
．

「
考
傷
ち
ゃ
ダ
メ
、
レ

パ
ン
喜
馨
3

、
￥
え
バ
ナ
ナ
食
㌧

し
し
　
　
　
　
　
　
り

　
　
観
争
で
す
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安
高
松
之
山
）
冬
季
国
民
体
育
大
会
で
大
活
躍

距離競技でガンバツた
福原　賢君（小谷）

　
二
目
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
に

か
け
て
北
濡
道
旭
川
而
で
開
か
れ

た
”
第
四
十
四
回
冬
季
国
民
体
育

大
会
”
に
、
距
離
競
技
の
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
安
塚
高
校
松
之

山
分
校
一
年
生
の
福
原
賢
君
（
小

谷
・
上
干
場
）
が
、
期
待
通
り
の

す
ば
ら
し
い
活
躍
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
二
十
日
に
行
わ
れ
た
少
年
男
子

十
五
キ
ロ
で
は
十
九
位
だ
つ
た
も

の
の
、
、
県
勢
で
は
大
島
次
郎
君
（
十

日
町
高
）
に
次
ぐ
二
番
目
の
成
績

で
し
た
。
二
十
二
日
の
最
終
日
に

行
わ
れ
た
少
年
男
子
四
〇
キ
ロ
リ

レ
ー
（
五
人
×
八
キ
ロ
）
で
は
ア

ン
カ
ー
と
し
て
出
場
。
四
走
目
の

渡
部
選
手
か
ら
四
位
で
リ
レ
ー
を

受
け
た
後
、
前
を
行
く
青
森
県
チ

ー
ム
を
六
・
五
キ
ロ
付
近
で
追
い

抜
き
二
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

福
原
君
の
頑
張
り
で
勝
ち
取
つ
た

三
位
入
賞
で
し
た
。

　
新
潟
県
チ
ー
ム
は
リ
レ
ー
な
ど

の
健
闘
も
あ
り
、
天
皇
杯
㎜
位
．

皇
后
杯
二
位
と
い
う
立
派
な
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

2
在校生の拍手の中を卒

県
内
の
ト
ツ
ブ
を
き
つ
て
松
之
山
高
校
で
卒
業
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
六
名
が
学
び
舎
を
後
に
！

　
笛
年
、
県
内
の
高
校
の
中
で
一

番
早
く
卒
業
式
を
行
っ
て
い
る
安

琢
高
等
学
校
松
之
山
分
校
。
今
年

も
　
爾
二
十
七
日
の
月
曜
日
に
、

多
く
の
来
賓
、
父
田
の
皆
さ
ん
が

見
守
る
中
、
第
二
十
八
回
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
男
子
二
十
四
名
・
女

子
こ
十
二
名
の
合
計
四
十
六
名
が
、

卒
業
証
雷
を
手
に
学
び
全
口
を
後
に

し
ま
し
た
。

　
卒
業
式
で
は
中
、
島
大
住
校
長
先

生
が
「
二
一
世
紀
は
皆
さ
ん
た
ち

　
　
　
　
　
　
こ
ム
に
ち
　
　
　
　
　
　
　
か
し

の
為
に
あ
る
。
今
臼
、
世
界
の
舵

取
り
的
役
割
を
果
た
す
日
本
の
責

任
を
認
識
し
な
が
ら
、
自
分
の
道

を
切
り
開
い
て
行
っ
て
は
し
い
。

ま
た
、
松
之
山
高
校
に
対
す
る
多

く
の
人
々
の
愛
情
を
充
分
感
じ
な

が
ら
巣
立
っ
て
ほ
し
い
四
と
卒
業

生
を
激
励
。
卒
業
生
代
表
の
津
端

博
樹
君
が
答
辞
と
し
て
「
高
校
生
活

三
年
間
の
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
行
き

た
い
。
豊
か
な
自
然
を
持
つ
松
之

山
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
ρ

と
述
べ
る
と
共
に
、
記
念
口
o
o
と
し

て
暗
幕
八
、
張
り
が
学
校
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
卒
業
生
四
十
六
名
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
進
学
・
就
職
に
と
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
道
を
歩
む
事
に
な
り

ま
す
が
、
地
元
に
残
っ
て
頑
張
っ

て
く
れ
る
万
も
二
名
い
る
そ
う
で

す
。
頼
も
し
い
で
す
ね
。

卒業生を代表して、津端博樹君
が答辞を行う

鴨、釧瞬漕＾

ソリレースに熱が入る婦人の皆さん

　　　　　　　　　　（松之山地区）

3
各
地
区
一

　
松
之
山
・
松
里
・
東
川
・
浦
田
の

各
小
学
校
区
で
は
、
二
月
二
十
六

日
の
日
曜
日
に
一
斉
に
冬
季
体
育

大
会
を
行
い
、
地
区
民
も
大
勢
参

加
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
　
こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
の
冷

た
い
風
の
吹
く
あ
い
に
く
天
候
で

し
た
が
、
各
地
区
と
も
グ
ラ
ン
ド

や
ス
キ
ー
場
な
ど
で
、
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
す
よ
う
に
元
気
に
競
技
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
残
念
な
事
に
雪
が
極
端

に
少
な
い
た
め
、
滑
降
な
ど
ス
キ

斉
に
雪
上
運
動
会
（
二
月
二
＋
六
日
）

f
に
乗
る
競
技
が
行
え
ず
、
ち
ょ

っ
と
淋
し
い
大
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　
松
之
山
小
学
校
区
で
は
、
広
く

な
っ
た
グ
ラ
ン
ド
を
利
用
し
て
の

距
離
競
技
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
種
目
が
、
㎜
蒔
過
ぎ
ま
で
に
ぎ

や
か
に
行
わ
れ
た
は
か
、
東
川
地

区
で
も
五
つ
の
部
落
に
よ
る
対
抗

種
目
を
中
心
に
競
技
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
寒
い
中
、
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

宝釣りレースを楽しむ布川地区の皆さん

〔馬ソ

4
　
学
校
が
統
合
に
な
っ
て
も
う
す

ぐ、

『
年
。
三
省
地
区
で
は
統
ム
ロ
後

も
文
化
・
体
育
活
動
に
力
を
入
れ
￥

地
域
の
活
性
化
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
　
二
月
十
九
日
（
日
）
に
は
、
少

雪
を
押
し
て
「
三
省
地
区
冬
季
体

力
作
り
大
会
し
を
開
催
。
地
区
民

　
総
出
で
茎
の
一
日
を
楽
し
く
過
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
少
雪
で
い
つ
も
使
用
し

て
い
た
場
所
が
使
え
ず
、
ク
ラ
ン

地
区
を
あ
げ
て
体
力
づ
く
り
三
省
地
区

ド
を
踏
み
固
め
て
会
場
と
し
、
競

技
の
万
も
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種

目
を
主
体
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
臼
は
雪
も
降
ら
ず
、
と
き
お

り
春
ら
し
い
陽
射
し
も
さ
す
大
会

日
和
で
、
小
さ
な
子
供
か
ら
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
ま
で
、
の
び
く

競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
雪
積
み
レ
ー
ス
や
足
に

結
ん
だ
風
船
を
割
る
“
し
っ
ぽ
ふ

み
レ
ー
ス
、
か
ん
じ
き
リ
レ
ー
、

老
人
会
の
皆
さ
ん
の
鱈
釣
り
レ
ー

ス
”
な
ど
み
ん
な
が
楽
し
め
る
種

目
が
沢
由
あ
り
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
に
は
婦
人
会
・
体

協
の
役
輿
が
作
っ
た
豚
汁
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
．

「
考
傷
ち
ゃ
ダ
メ
、
レ

パ
ン
喜
馨
3

、
￥
え
バ
ナ
ナ
食
㌧

し
し
　
　
　
　
　
　
り

　
　
観
争
で
す
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5
真
冬
の
芸
能
祭

　
　
．
　
　
今
年
も
盛
大
に
開
催

　
由
年
｝
番
雪
の
多
い
、
‘
の
時
期

に
、
部
落
の
芸
能
祭
を
催
し
て
楽

し
ん
ぐ
い
る
小
谷
部
落
の
皆
さ
ん
．
。

今
葺
も
二
月
十
㎜
日
の
建
国
記
念

日
に
”
第
八
回
新
呑
芸
能
祭
”
を
．

開
き
、
多
、
く
、
の
皆
さ
ん
か
ら
自
曝

の
歌
や
踊
り
、
劇
な
ど
を
鼻
、
ζ
も

ら
い
ま
し
た
。

　
当
臼
は
幸
い
な
零
に
、
寒
、
か
つ
た

も
の
の
雪
も
隈

・
つ
ず
、
ま
ず
く

の
天
候
で
、
遠
く
か
ら
見
に
来
た

方
も
大
勢
い
て
、
か
な
り
の
賑
わ

い
で
し
た
。

　
十
二
時
皐
、
小
学
住
と
大
入
の

慕
斡
購
か
繍
鵠
譲

あ
さ
ん
た
ち
に
よ
る
民
謡
メ
ド
レ

ー
、
カ
ラ
オ
ケ
、
小
学
生
の
男
の

子
三
入
に
よ
っ
て
今
年
初
め
て
演

じ
ら
れ
た
劇
．
侍
子
」
な
ど
が
次

次
と
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
途
中
の

年齢を感じさせない張りのある声を披露
小谷民謡会の皆さんによる合唱

　
　
　
（
小
谷
）

飛
び
入
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
沢
山
の

友
情
出
演
が
あ
り
、
　
㎜
段
と
盛
り

あ
が
り
を
見
せ
て
ま
し
た
。

　
岳
回
好
辞
を
得
て
い
る
後
継
者

会
の
比
白
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
。
〈
ラ
年

は
「
あ
ん
ま
と
お
花
し
が
演
じ
ら
れ
、

そ
の
熱
演
ぶ
り
に
大
き
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

後継者会の皆さんによる寸劇「あんまとお花」

は会場いっばいの笑いを誘っていました

四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

四
月
か
ら
八
、
○
○
○
円
に
な
り

ま
す
。
　
（
付
加
保
険
料
は
四
〇
〇

円
で
そ
の
ま
ま
で
す
）

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
や
障
害
な

ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
、
夫

や
母
が
亡
く
な
っ
て
働
き
手
を
失

っ
た
な
ど
の
と
き
に
、
年
金
に
よ

っ
て
生
活
を
支
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
年
金
の
支
払
い
に

に
変
わ
り
ま
す

必
要
な
費
用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
保
険
料
や
国
の
負
担
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
度

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、

給
付
と
負
担
の
均
衡
を
保
つ
こ
と

が
必
要
で
、
年
金
額
の
引
上
げ
と

と
も
に
、
保
険
料
の
引
上
げ
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
上
げ
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

§

調理師試験のお知らせ

　新潟県では、平成元年度の調理師試験を下

記の日程で行います。希望の方は保健所へお

問い合せください。

1、受付願書受付期間

　　5月15日（月）～5月22日（月）

2、調理師試験日

　　6月29日（木）

3、合格発表

　　7月19日（水）

※問い合せ先

　大島保健所　電話4－3331
上越保健所　電話0255－24－6133

　　　　　　　　　　住民課　保健衛生係

ヂ動
／

　
　
　
〈
グ

　
　
　
　
　
　
∩
X
、

㌍。匪
　このコーナーでは皆さんからの質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

　
平
成
元
年
度
予
算
で
町
民
グ
ラ
ン
ド
に

ナ
イ
タ
ー
設
備
が
出
来
る
そ
う
で
す
が
、

予
算
規
模
・
広
さ
・
施
設
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
湯
山
の
野
球
キ
チ
）

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
の
概
要
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
こ
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
は
、
野
球

を
は
じ
め
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
町
民

体
育
大
会
・
合
宿
な
ど
幅
広
く
利

用
で
き
る
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
で
、

グ
ラ
ン
ド
の
周
囲
に
は
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
も
設
け
、
雨
あ
が
り
で

グ
ラ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
く
て
も

体
力
つ
く
り
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
文
部
省
の
補
助
金
を
受

け
て
行
う
事
業
で
す
の
で
、
補
助

金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
次
年
度
に

延
期
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
事
業
費
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
管
理

棟
．
照
明
施
設
で
約
一
億
］
千
万

円
で
す
。
他
に
駐
車
場
や
取
ヴ
付

け
道
路
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い

て
、
完
成
ま
で
に
二
年
間
か
か
り

ま
す
。

▼
計
画
年
度
・
規
模

○
平
成
元
年
度

．
グ
ラ
ン
ド
　
　
一
四
、
○
O
O
㎡

．
管
理
棟
（
木
造
二
階
建
）
二
〇

　
〇
㎡

○
平
成
二
年
度

．
駐
車
場
　
三
、
○
○
○
㎡

．
照
明
施
設
　
照
明
柱
四
基

．
取
り
付
け
道
路

　
　
　
　
（
社
会
教
育
係
）

ダ
休養対センター

・沸　∂　　　　　コ　　　　コ　　じ　　の　　　　　　　　　　　　　　　ペ

　　　ド　　　　ロ
　　　　　　『　　　　　響

　　，　　、　　　ナイ9一

駐車場

い
勾
、
，
、

、
、
ぐ
っ塞庵

肖＼曳

、
、
。
。
恭
人
、
）
タ

拶．

ナイダー

勿
昌
運
動
盗
マ

⑪まつのやま

　
　
　
　
タ
ヤ

　
’
甲
曹
、
・
羨
■
・

・
●
．
い
f
急隻
淋

ナイター設備のある多目的運動場

民
窄
館

q

履＼
＼コ・ト
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．
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催

　
由
年
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の
多
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、
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の
時
期

に
、
部
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の
芸
能
祭
を
催
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て
楽

し
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る
小
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の
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．
。

今
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十
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の
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に
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第
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回
新
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能
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を
．

開
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、
多
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の
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自
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の
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や
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、
劇
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を
鼻
、
ζ
も
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い
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当
臼
は
幸
い
な
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に
、
寒
、
か
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も
の
の
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も
隈
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つ
ず
、
ま
ず
く

の
天
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で
、
遠
く
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ら
見
に
来
た

方
も
大
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い
て
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か
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り
の
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で
し
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時
皐
、
小
学
住
と
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入
の

慕
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購
か
繍
鵠
譲

あ
さ
ん
た
ち
に
よ
る
民
謡
メ
ド
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ー
、
カ
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ケ
、
小
学
生
の
男
の

子
三
入
に
よ
っ
て
今
年
初
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演

じ
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劇
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侍
子
」
な
ど
が
次

次
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披
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、
ま
た
、
途
中
の

年齢を感じさせない張りのある声を披露
小谷民謡会の皆さんによる合唱

　
　
　
（
小
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）

飛
び
入
り
コ
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ナ
ー
で
は
沢
山
の

友
情
出
演
が
あ
り
、
　
㎜
段
と
盛
り

あ
が
り
を
見
せ
て
ま
し
た
。

　
岳
回
好
辞
を
得
て
い
る
後
継
者

会
の
比
白
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
。
〈
ラ
年

は
「
あ
ん
ま
と
お
花
し
が
演
じ
ら
れ
、

そ
の
熱
演
ぶ
り
に
大
き
な
拍
手
が

お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

後継者会の皆さんによる寸劇「あんまとお花」

は会場いっばいの笑いを誘っていました

四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

四
月
か
ら
八
、
○
○
○
円
に
な
り

ま
す
。
　
（
付
加
保
険
料
は
四
〇
〇

円
で
そ
の
ま
ま
で
す
）

　
国
民
年
金
は
、
老
齢
や
障
害
な

ど
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
、
夫

や
母
が
亡
く
な
っ
て
働
き
手
を
失

っ
た
な
ど
の
と
き
に
、
年
金
に
よ

っ
て
生
活
を
支
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
こ
の
年
金
の
支
払
い
に

に
変
わ
り
ま
す

必
要
な
費
用
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
保
険
料
や
国
の
負
担
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
度

を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、

給
付
と
負
担
の
均
衡
を
保
つ
こ
と

が
必
要
で
、
年
金
額
の
引
上
げ
と

と
も
に
、
保
険
料
の
引
上
げ
も
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
上
げ
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

§

調理師試験のお知らせ

　新潟県では、平成元年度の調理師試験を下

記の日程で行います。希望の方は保健所へお

問い合せください。

1、受付願書受付期間

　　5月15日（月）～5月22日（月）

2、調理師試験日

　　6月29日（木）

3、合格発表

　　7月19日（水）

※問い合せ先

　大島保健所　電話4－3331
上越保健所　電話0255－24－6133

　　　　　　　　　　住民課　保健衛生係

ヂ動
／

　
　
　
〈
グ

　
　
　
　
　
　
∩
X
、

㌍。匪
　このコーナーでは皆さんからの質問

意見・要望等を広く募集しています。

担当者が責任をもって回答させていた

だきますので、どんな事でも結構です

からお寄せください。お待ちしています。

　
平
成
元
年
度
予
算
で
町
民
グ
ラ
ン
ド
に

ナ
イ
タ
ー
設
備
が
出
来
る
そ
う
で
す
が
、

予
算
規
模
・
広
さ
・
施
設
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
湯
山
の
野
球
キ
チ
）

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
の
概
要
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
こ
の
町
民
グ
ラ
ン
ド
は
、
野
球

を
は
じ
め
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
町
民

体
育
大
会
・
合
宿
な
ど
幅
広
く
利

用
で
き
る
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
で
、

グ
ラ
ン
ド
の
周
囲
に
は
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
も
設
け
、
雨
あ
が
り
で

グ
ラ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
く
て
も

体
力
つ
く
り
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
文
部
省
の
補
助
金
を
受

け
て
行
う
事
業
で
す
の
で
、
補
助

金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
次
年
度
に

延
期
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
事
業
費
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
管
理

棟
．
照
明
施
設
で
約
一
億
］
千
万

円
で
す
。
他
に
駐
車
場
や
取
ヴ
付

け
道
路
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い

て
、
完
成
ま
で
に
二
年
間
か
か
り

ま
す
。

▼
計
画
年
度
・
規
模

○
平
成
元
年
度

．
グ
ラ
ン
ド
　
　
一
四
、
○
O
O
㎡

．
管
理
棟
（
木
造
二
階
建
）
二
〇

　
〇
㎡

○
平
成
二
年
度

．
駐
車
場
　
三
、
○
○
○
㎡

．
照
明
施
設
　
照
明
柱
四
基

．
取
り
付
け
道
路

　
　
　
　
（
社
会
教
育
係
）

ダ
休養対センター

・沸　∂　　　　　コ　　　　コ　　じ　　の　　　　　　　　　　　　　　　ペ

　　　ド　　　　ロ
　　　　　　『　　　　　響

　　，　　、　　　ナイ9一

駐車場

い
勾
、
，
、

、
、
ぐ
っ塞庵

肖＼曳

、
、
。
。
恭
人
、
）
タ

拶．

ナイダー

勿
昌
運
動
盗
マ

⑪まつのやま

　
　
　
　
タ
ヤ

　
’
甲
曹
、
・
羨
■
・

・
●
．
い
f
急隻
淋

ナイター設備のある多目的運動場

民
窄
館

q

履＼
＼コ・ト
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松
之
山
の
水

　
松
之
山
は
水
の
豊
か
な
町
で
す
。

そ
れ
は
松
之
山
の
気
候
と
地
形
・

地
質
に
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

松
之
山
の
豪
雪
は
全
国
的
に
有
名

で
、
平
均
年
閻
降
雪
量
は
十
八
m

に
も
及
び
ま
す
。
松
之
山
町
に
降

っ
た
雨
や
雪
は
、
東
川
、
越
道
川
、

渋
海
川
の
各
水
系
の
河
川
を
経
て

信
濃
川
と
合
流
し
、
日
本
海
へ
流

出
し
ま
す
。
降
贈
、
は
河
川
の
流
量

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
融
雪
期

に
流
量
は
大
変
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
松
之
山
で
河
川
が
急
激

に
増
水
す
る
の
は
、
梅
雨
時
の
集

　
　
ヨ
、
台
風
の
時
な
ど
で
す
。

　
雨
や
雪
は
河
川
に
直
接
流
出
し

ま
す
が
、
二
部
は
地
下
へ
浸
み
込

ん
で
地
F
水
と
な
り
ま
す
。
雪
は

雨
と
違
っ
て
降
っ
て
も
す
ぐ
に
河

川
へ
流
出
す
る
こ
と
が
少
な
く
、

融
け
た
水
が
徐
々
に
地
下
へ
浸
透

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
地
下
水
の

量
が
多
く
な
り
ま
す
。
松
之
山
で

は
、
積
雪
期
間
は
河
川
流
量
が
少

「深山の清水（浦田地区）」

夏でも冷たい水がこんこんと流れ出る

な
い
の
で
す
が
、
そ
の
他
の
期
間

は
地
下
水
が
河
川
に
流
出
し
て
い

る
た
め
、
常
に
多
く
の
水
が
流
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
地

す
べ
り
と
も
関
係
し
、
地
下
水
が

曲
．
怒
吊
な
所
は
地
す
べ
り
の
危
険
も

高
い
所
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
集
水
井
に
よ
っ
て
地
ド
水

を
集
め
て
排
水
す
る
こ
と
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
河
川
の
水
温
は
気
温
や
口
射
の

影
響
を
強
く
受
け
る
た
め
、
夏
に

は
二
卜
五
℃
以
ヒ
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
卜
水
の
流
れ
出
し
て

い
る
最
が
多
い
所
や
上
流
で
は
夏

で
も
二
十
～
二
十
二
℃
く
ら
い
で

す
。
地
卜
水
の
温
度
は
、
普
通
は

そ
の
上
地
の
年
平
均
気
温
と
同
じ

く
ら
い
か
一
～
二
℃
高
い
の
で
す

が
、
松
之
山
で
は
年
平
均
気
温
よ

り
ず
い
ぶ
ん
低
い
水
温
も
み
う
け

ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
浦
旧
の

深
山
の
清
水
で
は
六
～
七
℃
く
ら

い
で
す
。
こ
れ
は
、
・
深
山
の
清
水

付
近
で
は
気
温
が
低
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
雪
が
融
け
た

冷
た
い
水
が
地
ト
で
も
あ
ま
り
温

度
が
L
が
ら
な
い
で
湧
き
出
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
水
質
に
つ
い
て
は
、
松
之
山
で

は
河
川
水
で
も
地
卜
水
で
も
き
れ

い
な
水
が
多
く
、
特
に
人
家
の
少

な
い
L
流
部
で
は
き
れ
い
な
水
が

流
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
溶

け
て
い
る
物
質
の
埴
の
H
安
と
な

る
電
気
伝
導
度
は
百
□
口
口
以
下

と
低
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ド

流
部
に
く
る
と
人
家
や
水
田
も
増

え
、
や
や
水
質
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
越
道
川
で
は
湯
本
川

が
合
流
し
て
か
ら
水
質
が
低
ド
し

ま
す
。
湯
本
川
流
域
に
人
家
が
多

い
と
い
う
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

す
が
、
温
泉
水
が
大
量
に
流
人
し

て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

水位観測のために渋海川に設置された

水位標（浦田）

温
泉
水
に
は
天
然
の
成
分
が
多
く

溶
け
て
い
て
、
河
川
の
水
質
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

　
河
川
に
は
自
浄
作
用
が
あ
っ
て
、

少
し
く
ら
い
の
汚
れ
は
自
然
と
直

っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
あ
る
限

界
を
越
え
る
と
な
か
な
か
元
に
戻

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
下
水
は
一

度
汚
れ
る
と
良
好
な
水
質
に
な
る

の
に
何
年
も
の
時
間
を
必
要
と
し

ま
す
。

　
（
文
責
　
上
越
教
育
大
学
講
師

　
　
　
　
　
　
佐
藤
芳
徳
）

⑬まつのやま

春季火災予防運動！

4月1圓～4月』14日まで
　
こ
の
火
災
予
防
運
動
は
、
融
雪

と
同
時
に
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
こ
と
か
ら
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
か
ら
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴

重
な
財
産
の
損
失
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
ゆ

　
火
災
の
原
因
は
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
発
生
し
、
貴
重
な
財

産
ま
で
も
失
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
二
月
二
十
日
早
朝
に
、
松
代
町

下
山
部
落
で
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
と

思
わ
れ
る
火
災
が
発
生
し
、
本
屋

・
と
納
屋
を
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
松
之
山
で
は
昨
年
三
月
以
来
、

無
火
災
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
　
」

　
末その時　すぐ始「その日

「
わ
が
家
か
ら
は
火
を
出
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
次
の
「
火
の
用
心
」

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
ま
し
ょ

う
。一
、
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
．

二
、
子
供
は
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
な
い
．

三
、
風
の
強
い
時
は
、
た
き
火
を

　
し
な
い
。

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

　
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

五
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
置
か
な
い
。

六
、
フ
ロ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

　
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

琢vコ碑炊！

ボ7’∂…回

ア

俳

句
募
集

　
町
内
の
俳
句
愛
好
家
か
ら
俳
壇

を
設
け
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
次
号
か
ら
俳
句
の

欄
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
応
募
規
定

○
当
季
雑
詠
（
そ
の
季
節
の
自
由

　
題
で
作
る
）

　
例
、
　
「
卒
業
」
「
春
の
雪
」
「
草
の

　
　
　
き

　
芽
」
「
霞
」
等
…
：

o
投
句
用
紙
　
ハ
ガ
キ
又
は
ハ
ガ

　
キ
圓
大
紙
、
そ
の
他

○
句
数
一
回
（
一
カ
月
）

　
一
人
ム
～
二
句
程
度

o
部
落
・
氏
名
　
俳
号
を
お
持
ち

　
の
方
も
本
名
を
必
ず
付
記
さ
れ

　
る
よ
う
に
。

o
投
句
先
　
松
之
山
町
役
場
広
報

　
係
あ
て
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

o
〆
切
毎
月
二
十
五
日

　
俵
　
万
智
さ
ん
の
「
サ
ラ
ダ
記

念
日
」
的
な
自
由
で
、
あ
ま
り
竪

く
な
い
作
品
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

．
欝
難

O
　
n
U
　
　
O
O
。

一淋’コパ・ぐが

諭5
　　00／着　／（

菱3～、、、　　．㍉

寂　一∠・
怒
曜

’
㌔
眠

ノ
　v　　　　　　7　　，　　　　　　　　　　　　　　v

　　　　　リ　　　　　　　　　　　
ロ　　　　ロ

　　　　o　　　　　＜』わが家パ。・

1防災盆議

3月号　出題

1 5

（、　、戸＼

　QUQ　●●●○○●

36璽89t●

●●●

））『■7　　　　　　　））

黒先白死（1手だけ）

身を捨ててこそ。

詰碁の解答を募集しています。
今回の応募期限は、3月25日（土）

　までとします。

正解者には粗品を進呈。
（ハガキなどで役場議会事務局まで）
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松
之
山
の
水

　
松
之
山
は
水
の
豊
か
な
町
で
す
。

そ
れ
は
松
之
山
の
気
候
と
地
形
・

地
質
に
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

松
之
山
の
豪
雪
は
全
国
的
に
有
名

で
、
平
均
年
閻
降
雪
量
は
十
八
m

に
も
及
び
ま
す
。
松
之
山
町
に
降

っ
た
雨
や
雪
は
、
東
川
、
越
道
川
、

渋
海
川
の
各
水
系
の
河
川
を
経
て

信
濃
川
と
合
流
し
、
日
本
海
へ
流

出
し
ま
す
。
降
贈
、
は
河
川
の
流
量

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
融
雪
期

に
流
量
は
大
変
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
松
之
山
で
河
川
が
急
激

に
増
水
す
る
の
は
、
梅
雨
時
の
集

　
　
ヨ
、
台
風
の
時
な
ど
で
す
。

　
雨
や
雪
は
河
川
に
直
接
流
出
し

ま
す
が
、
二
部
は
地
下
へ
浸
み
込

ん
で
地
F
水
と
な
り
ま
す
。
雪
は

雨
と
違
っ
て
降
っ
て
も
す
ぐ
に
河

川
へ
流
出
す
る
こ
と
が
少
な
く
、

融
け
た
水
が
徐
々
に
地
下
へ
浸
透

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
地
下
水
の

量
が
多
く
な
り
ま
す
。
松
之
山
で

は
、
積
雪
期
間
は
河
川
流
量
が
少

「深山の清水（浦田地区）」

夏でも冷たい水がこんこんと流れ出る

な
い
の
で
す
が
、
そ
の
他
の
期
間

は
地
下
水
が
河
川
に
流
出
し
て
い

る
た
め
、
常
に
多
く
の
水
が
流
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
地

す
べ
り
と
も
関
係
し
、
地
下
水
が

曲
．
怒
吊
な
所
は
地
す
べ
り
の
危
険
も

高
い
所
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
、
集
水
井
に
よ
っ
て
地
ド
水

を
集
め
て
排
水
す
る
こ
と
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
河
川
の
水
温
は
気
温
や
口
射
の

影
響
を
強
く
受
け
る
た
め
、
夏
に

は
二
卜
五
℃
以
ヒ
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
卜
水
の
流
れ
出
し
て

い
る
最
が
多
い
所
や
上
流
で
は
夏

で
も
二
十
～
二
十
二
℃
く
ら
い
で

す
。
地
卜
水
の
温
度
は
、
普
通
は

そ
の
上
地
の
年
平
均
気
温
と
同
じ

く
ら
い
か
一
～
二
℃
高
い
の
で
す

が
、
松
之
山
で
は
年
平
均
気
温
よ

り
ず
い
ぶ
ん
低
い
水
温
も
み
う
け

ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
浦
旧
の

深
山
の
清
水
で
は
六
～
七
℃
く
ら

い
で
す
。
こ
れ
は
、
・
深
山
の
清
水

付
近
で
は
気
温
が
低
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
雪
が
融
け
た

冷
た
い
水
が
地
ト
で
も
あ
ま
り
温

度
が
L
が
ら
な
い
で
湧
き
出
て
い

る
か
ら
で
す
。

　
水
質
に
つ
い
て
は
、
松
之
山
で

は
河
川
水
で
も
地
卜
水
で
も
き
れ

い
な
水
が
多
く
、
特
に
人
家
の
少

な
い
L
流
部
で
は
き
れ
い
な
水
が

流
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
溶

け
て
い
る
物
質
の
埴
の
H
安
と
な

る
電
気
伝
導
度
は
百
□
口
口
以
下

と
低
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ド

流
部
に
く
る
と
人
家
や
水
田
も
増

え
、
や
や
水
質
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
越
道
川
で
は
湯
本
川

が
合
流
し
て
か
ら
水
質
が
低
ド
し

ま
す
。
湯
本
川
流
域
に
人
家
が
多

い
と
い
う
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

す
が
、
温
泉
水
が
大
量
に
流
人
し

て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

水位観測のために渋海川に設置された

水位標（浦田）

温
泉
水
に
は
天
然
の
成
分
が
多
く

溶
け
て
い
て
、
河
川
の
水
質
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

　
河
川
に
は
自
浄
作
用
が
あ
っ
て
、

少
し
く
ら
い
の
汚
れ
は
自
然
と
直

っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
あ
る
限

界
を
越
え
る
と
な
か
な
か
元
に
戻

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
下
水
は
一

度
汚
れ
る
と
良
好
な
水
質
に
な
る

の
に
何
年
も
の
時
間
を
必
要
と
し

ま
す
。

　
（
文
責
　
上
越
教
育
大
学
講
師

　
　
　
　
　
　
佐
藤
芳
徳
）

⑬まつのやま

春季火災予防運動！

4月1圓～4月』14日まで
　
こ
の
火
災
予
防
運
動
は
、
融
雪

と
同
時
に
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
こ
と
か
ら
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
か
ら
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴

重
な
財
産
の
損
失
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
ゆ

　
火
災
の
原
因
は
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
発
生
し
、
貴
重
な
財

産
ま
で
も
失
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
二
月
二
十
日
早
朝
に
、
松
代
町

下
山
部
落
で
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
と

思
わ
れ
る
火
災
が
発
生
し
、
本
屋

・
と
納
屋
を
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
松
之
山
で
は
昨
年
三
月
以
来
、

無
火
災
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
　
」

　
末その時　すぐ始「その日

「
わ
が
家
か
ら
は
火
を
出
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
次
の
「
火
の
用
心
」

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
ま
し
ょ

う
。一
、
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
．

二
、
子
供
は
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
な
い
．

三
、
風
の
強
い
時
は
、
た
き
火
を

　
し
な
い
。

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

　
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

五
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
置
か
な
い
。

六
、
フ
ロ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

　
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

琢vコ碑炊！

ボ7’∂…回

ア

俳

句
募
集

　
町
内
の
俳
句
愛
好
家
か
ら
俳
壇

を
設
け
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
次
号
か
ら
俳
句
の

欄
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
応
募
規
定

○
当
季
雑
詠
（
そ
の
季
節
の
自
由

　
題
で
作
る
）

　
例
、
　
「
卒
業
」
「
春
の
雪
」
「
草
の

　
　
　
き

　
芽
」
「
霞
」
等
…
：

o
投
句
用
紙
　
ハ
ガ
キ
又
は
ハ
ガ

　
キ
圓
大
紙
、
そ
の
他

○
句
数
一
回
（
一
カ
月
）

　
一
人
ム
～
二
句
程
度

o
部
落
・
氏
名
　
俳
号
を
お
持
ち

　
の
方
も
本
名
を
必
ず
付
記
さ
れ

　
る
よ
う
に
。

o
投
句
先
　
松
之
山
町
役
場
広
報

　
係
あ
て
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

o
〆
切
毎
月
二
十
五
日

　
俵
　
万
智
さ
ん
の
「
サ
ラ
ダ
記

念
日
」
的
な
自
由
で
、
あ
ま
り
竪

く
な
い
作
品
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

．
欝
難

O
　
n
U
　
　
O
O
。

一淋’コパ・ぐが

諭5
　　00／着　／（

菱3～、、、　　．㍉

寂　一∠・
怒
曜

’
㌔
眠

ノ
　v　　　　　　7　　，　　　　　　　　　　　　　　v

　　　　　リ　　　　　　　　　　　
ロ　　　　ロ

　　　　o　　　　　＜』わが家パ。・

1防災盆議

3月号　出題

1 5

（、　、戸＼

　QUQ　●●●○○●

36璽89t●

●●●

））『■7　　　　　　　））

黒先白死（1手だけ）

身を捨ててこそ。

詰碁の解答を募集しています。
今回の応募期限は、3月25日（土）

　までとします。

正解者には粗品を進呈。
（ハガキなどで役場議会事務局まで）
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　皆さま方からは、町税等の納付につきましていつも多大

なるご協力を頂き、ありがとうございます。

　昨年4月から口座振替を実施させていただいていますが、

毎月殆んどが引き落しされていて、皆さんのご協力に感謝
致しております。

　さて、3月は町会計の年度末となります

編灘難総凝瞬
灘翻1熱税醐
難雷膿誼醐轟
鐸讐1饗享舗早響

正解者
　木下　利夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

黒
1
の
コ
ス
ミ
を
一
手
だ
け
示
せ
ば
正
解
で
す

白
2
と
切
れ
ば
、
黒
3
に
サ
ガ
リ
、
白
4
と
ツ

ケ
て
も
、
黒
5
・
7
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

戸籍の窓
おめでた（雌）

しおり

志織ちゃん　本山敏雄さんの二女（松之山）
れいか
麗佳ちゃん　高橋主計さんの三女（天水島）
れ　な

玲奈ちゃん　樋口洋二さんの長女（松之山）

　お《やみ（死亡）

志賀　イセさん　86歳（松　口）長全

相沢マツエさん　72歳（水　梨）天池

小野塚利吉さん　84歳（東　川）泉や

佐藤　カノさん　66歳（天水越）庄院

竹内子之松さん　88歳（湯之島）新敷

高橋　トリさん　71歳（天水越）中島

保坂　近良さん　68歳（北浦田）干場

※2月1日’～28日までの届出分です。

毎月納付と前納との比較表

申し出は3月25日までに！

　納付区分

保険
料種別

毎月納付の

場　　合
　（A』）

前納の場合

　（B）

割　引　額

（A－B）

定額保険料
8，000円×

　　12月一

96，000円
93，680円 2，320円

付加保険料

400円×

　　　12月
一4，800円

4，680円 120円

年金

役
場
（
戸
籍
係
）
で
記
入
す
る
所
で
す

役場国民年金担当まで

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
役
場
の
窓
口
か
金

融
機
関
等
で
毎
月
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
加

入
者
の
便
宜
を
図
る
意
味
で
保
険

料
を
一
年
間
前
払
い
す
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
年
五

分
五
厘
の
割
引
き
が
あ
り
、
そ
の

う
え
、
毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ

け
て
便
利
で
す
。

　
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
住
民
課
住
民
係
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
四
月
か
ら

一
年
分
の
保
険
料
を
前
納
し
だ
場

合
と
、
毎
月
納
め
た
場
合
の
保
険

料
額
の
比
較
は
表
の
と
お
り
で
す
。

の様式が変わりました。
（例）

有
利
で
便
利
な

を

まつのやま⑭

は

（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一国民年会・厚生年金保険・船員保険年金受給権者現況屑

〒虞　　町　　月　　o鰹出

この届の提出期限は、

辱醒元翠　　　月　　　日で？。

略　　　称 管　　　掌　　　機　　　関

レ

厚年

国年

船保

国共

日本たばこ

日本鉄道

N　T　T

地方職員

○○共済

公立

警共

私学

農林

恩給

厚生年金保険

国民年金

船員保険

国家公務員等共済組合連合会

日本たばこ産業共済組合

日本鉄道共済組合

日本電信電話共済組合

　　この9｝内‘』紀入したり．　』ごし々うしな馬・e《’Lrさ』亀．

0捷呈島閉mまて’に援出～れないときは．支払を

一縛止め2すので十分注0．して（ださい．

この現況届の年金の他に　　　首
　　　　　　　　　　　　　　　　　分
もらっている年金がある　　しで
　　　　　　　　　　　　　　　て記
ときに記入して〈ださい　下入
　　　　　　　　　　　　　　　さ

　（農業者年金以外〉　　　　い

受
姶
櫓
名

匙正P㌔

，雫げ，

氏名 ⑭

9璽霞0

質？磯℃嘱■呂》と勾2琶＆κ写‘号

「棄京都・

指定都市・

市町村・都市

　　　など
貿？に謁　　　議占畠サ

．と£の和ユ．卿：｛眠？に」己亀

～σtていること！置卿口f6．　　　　　　　　　【β

地方職員共済組合

OO職員共済組合…・・

公立学校共済組合

警察共済組合

恩給

　　　平砥　　　年　　　’1　　0

証屑A　布“町”艮
私立学校教職員共済組合

農林漁業団体職員共済組合ノ
　
　
　
　
　
　 ー一1　　　　　　　／1　　　　　　　　　　コ』巳

記入の仕方に注意してください！

嫁

よ
ろ
ず
相
談

土
曜
日
　
午
前
九
時
～

五
時
（
祝
日
は
休
み
）

相
談
（
予
約
制
）

・
医
療
・
痴
呆
・
年
金

・
税
金
・
栄
養
・
リ
ハ

・
住
居
・
健
康
・
介
護

ン
サ
ー
ビ
ス
（
電
話
〇

二
二
五
－
一
六
一
六
）

用
く
だ
さ
い
。
鐵
泌

　
　
　
　
　
　
疹

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
新
潟
市
東
中
通
一
－
八
六

電
話
〇
二
五
i
二
二
三
ー
四
一
六

五
）
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家

族
の
方
々
が
抱
え
る
、
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
は

　
○
一
般
よ
ろ
ず
相
談

　
　
月
～
土
曜
日
　
午
前
九
時
～

　
　
午
後
五
時
（
祝
日
は
休
み
）

　
○
専
門
相
談
（
予
約
制
）

　
・
法
律
・
医
療
・
痴
呆
・
年
金

　
　
保
険
・
税
金
・
栄
養
・
リ
ハ

　
・
ビ
リ
・
住
居
・
健
康
・
介
護

◎
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
電
話
〇

　
二
五
i
二
二
五
－
一
六
一
六
）

　
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

1
寸
等
ー
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なるご協力を頂き、ありがとうございます。

　昨年4月から口座振替を実施させていただいていますが、

毎月殆んどが引き落しされていて、皆さんのご協力に感謝
致しております。
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正解者
　木下　利夫さん（松之山）

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

黒
1
の
コ
ス
ミ
を
一
手
だ
け
示
せ
ば
正
解
で
す

白
2
と
切
れ
ば
、
黒
3
に
サ
ガ
リ
、
白
4
と
ツ

ケ
て
も
、
黒
5
・
7
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

戸籍の窓
おめでた（雌）

しおり

志織ちゃん　本山敏雄さんの二女（松之山）
れいか
麗佳ちゃん　高橋主計さんの三女（天水島）
れ　な

玲奈ちゃん　樋口洋二さんの長女（松之山）

　お《やみ（死亡）

志賀　イセさん　86歳（松　口）長全

相沢マツエさん　72歳（水　梨）天池

小野塚利吉さん　84歳（東　川）泉や

佐藤　カノさん　66歳（天水越）庄院

竹内子之松さん　88歳（湯之島）新敷

高橋　トリさん　71歳（天水越）中島

保坂　近良さん　68歳（北浦田）干場

※2月1日’～28日までの届出分です。

毎月納付と前納との比較表

申し出は3月25日までに！

　納付区分

保険
料種別

毎月納付の

場　　合
　（A』）

前納の場合

　（B）

割　引　額

（A－B）

定額保険料
8，000円×

　　12月一

96，000円
93，680円 2，320円

付加保険料

400円×

　　　12月
一4，800円

4，680円 120円

年金

役
場
（
戸
籍
係
）
で
記
入
す
る
所
で
す

役場国民年金担当まで

　
国
民
年
金
の
保
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は
、
加
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者
の
皆
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が
役
場
の
窓
口
か
金

融
機
関
等
で
毎
月
納
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た
だ

く
こ
と
と
な
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い
ま
す
が
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の
便
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を
図
る
意
味
で
保
険

料
を
一
年
間
前
払
い
す
る
前
納
制

度
が
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り
ま
す
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保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
年
五

分
五
厘
の
割
引
き
が
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り
、
そ
の
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え
、
毎
月
納
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る
手
数
も
は
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て
便
利
で
す
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前
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を
希
望
さ
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る
方
は
、
役

場
住
民
課
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民
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に
申
し
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だ
さ
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。
な
お
、
今
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四
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一
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分
の
保
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を
前
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だ
場

合
と
、
毎
月
納
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た
場
合
の
保
険

料
額
の
比
較
は
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で
す
。

の様式が変わりました。
（例）

有
利
で
便
利
な

を

まつのやま⑭

は

（例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一国民年会・厚生年金保険・船員保険年金受給権者現況屑

〒虞　　町　　月　　o鰹出

この届の提出期限は、

辱醒元翠　　　月　　　日で？。

略　　　称 管　　　掌　　　機　　　関

レ

厚年

国年

船保

国共

日本たばこ

日本鉄道

N　T　T

地方職員

○○共済

公立

警共

私学

農林

恩給

厚生年金保険

国民年金

船員保険

国家公務員等共済組合連合会

日本たばこ産業共済組合

日本鉄道共済組合

日本電信電話共済組合

　　この9｝内‘』紀入したり．　』ごし々うしな馬・e《’Lrさ』亀．

0捷呈島閉mまて’に援出～れないときは．支払を

一縛止め2すので十分注0．して（ださい．

この現況届の年金の他に　　　首
　　　　　　　　　　　　　　　　　分
もらっている年金がある　　しで
　　　　　　　　　　　　　　　て記
ときに記入して〈ださい　下入
　　　　　　　　　　　　　　　さ

　（農業者年金以外〉　　　　い

受
姶
櫓
名

匙正P㌔

，雫げ，

氏名 ⑭

9璽霞0

質？磯℃嘱■呂》と勾2琶＆κ写‘号

「棄京都・

指定都市・

市町村・都市

　　　など
貿？に謁　　　議占畠サ

．と£の和ユ．卿：｛眠？に」己亀

～σtていること！置卿口f6．　　　　　　　　　【β

地方職員共済組合

OO職員共済組合…・・

公立学校共済組合

警察共済組合

恩給

　　　平砥　　　年　　　’1　　0

証屑A　布“町”艮
私立学校教職員共済組合

農林漁業団体職員共済組合ノ
　
　
　
　
　
　 ー一1　　　　　　　／1　　　　　　　　　　コ』巳

記入の仕方に注意してください！

嫁

よ
ろ
ず
相
談

土
曜
日
　
午
前
九
時
～

五
時
（
祝
日
は
休
み
）

相
談
（
予
約
制
）

・
医
療
・
痴
呆
・
年
金

・
税
金
・
栄
養
・
リ
ハ

・
住
居
・
健
康
・
介
護

ン
サ
ー
ビ
ス
（
電
話
〇

二
二
五
－
一
六
一
六
）

用
く
だ
さ
い
。
鐵
泌

　
　
　
　
　
　
疹

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
新
潟
市
東
中
通
一
－
八
六

電
話
〇
二
五
i
二
二
三
ー
四
一
六

五
）
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家

族
の
方
々
が
抱
え
る
、
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
は

　
○
一
般
よ
ろ
ず
相
談

　
　
月
～
土
曜
日
　
午
前
九
時
～

　
　
午
後
五
時
（
祝
日
は
休
み
）

　
○
専
門
相
談
（
予
約
制
）

　
・
法
律
・
医
療
・
痴
呆
・
年
金

　
　
保
険
・
税
金
・
栄
養
・
リ
ハ

　
・
ビ
リ
・
住
居
・
健
康
・
介
護

◎
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
電
話
〇

　
二
五
i
二
二
五
－
一
六
一
六
）

　
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

1
寸
等
ー



ー
頃
「
寸
ー

まつのやま⑯

キツネとわたしおのづかゆうやくん
ンボ

おのづかかおりさん

火
事
・
救
急
は

　
い
ざ
と
い
う
と
き
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
話
せ
な
い
も
の
で
す
か

ら
、
自
分
の
家
の
住
所
・
付
近
の

目
標
物
を
記
入
し
た
紙
を
、
電
話

機
の
近
く
に
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
次
の
事
を
お
ち
つ
い
て
話
し
て

おのづかしゅんすけくん

一
一
九
番

く
だ
さ
い
。

○
火
事
・
救
急
の
区
別

o
部
落
名
と
目
標
と
な
る
建
物
等

○
事
故
や
病
気
の
種
類

○
患
者
の
数
・
性
別
・
年
齢
等

○
患
者
の
容
態
（
意
識
・
呼
吸
等

　
の
有
無
）

“
あ
わ
て
ず
　
急
が
ず
　
正
確
に
”

こ
よ
み

銭暢，

㈱

おのづかひろみさん　おともだちとわたし

翫
、
弊
、

“博、

、
、
鞠

“
躯欝

欝
難

お兄ちゃんとボクとゆきだるま

編
集
後
記

▼
2
月
の
で
き
ご
と

5
日
　
第
4
0
回
松
之
山
ス
キ
ー
大
会

16

H
　
選
挙
管
理
委
員
会

20

日
　
確
定
申
告
相
談
開
始

26

日
　
各
小
学
校
ス
キ
ー
大
会

27

日
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒

　
　
業
式

28

日
　
農
業
委
員
会
総
会

▼
3
月
の
予
定

i
日
　
議
会
運
営
委
員
会

7
日
　
3
月
議
会
定
例
会
（
m
日

　
　
ま
で
）

14

H
　
松
之
山
・
浦
田
中
学
校
卒

　
　
業
式

25

H
　
町
内
各
小
学
校
卒
業
式

26

H
　
第
6
回
松
之
山
温
泉
ス
キ

　
　
　
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

28

H

　
「
ほ
テ
ぎ
々
ど
が
が
で
っ
か
く

な
っ
て
い
る
す
け
、
取
り
に
い
ご

ぜ
」
　
「
み
ザ
ぎ
郁
も
へ
え
出
る
ん

め
え
か
の
お
」
。
こ
ん
な
会
話
が

あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
一
の
豪
雪
地
と

言
わ
れ
る
松
之
山
に
も
、
こ
ん
な

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
え
。
平
成

元
年
の
少
雪
。
い
つ
ま
で
も
語
り

継
が
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
学
校
も
卒
業
の
時
期
を

迎
え
、
も
う
少
し
で
故
里
を
離
れ

る
方
も
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。

松
之
山
の
良
い
所
を
頭
に
ぎ
っ
し

り
詰
め
込
ん
で
、
新
し
い
所
へ
行

っ
て
も
く
じ
け
ず
、
頑
張
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
た

よ
う
で
す
。

厘
行
／
松
之
山
町
奪
・
－
－
暴
／
議
△
云
事
圖

一
広
報
ま
つ
の
や
ま
平
成
元
年
3
月
号

晒、

広報

■9894月号（N、158）

、
縫

蝋
　　　、　　　｛　　　ゴ　　　，　許

　　　甥　　　や

・一’塞〆

慧
薫
饗

箋
斗

噂

釦哨転獅。

噸

鱒

夢

4
、

、
儀
．

　
　
‘
義ノ翻

、

“
　
？

㎏
、
織
罫

←

犠蓋《

塾
で
ー

3
月
26
日

松
之
山
温
泉

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

好
天
に
恵
ま
れ
、

二
〇
〇
〇
人
も
の

人
で
に
ぎ
わ
う
。

か
わ
い
い

ぬ
い
ぐ
る
み
に

子
供
た
ち
も

う
れ
し
そ
う
。


